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PHOTO NEWS ［フォトニュース］

今月の表紙「元気いっぱい子どもたち」

日本に昔から伝えられる伝統工芸の魅力を子どもたちに知ってもらうため、毎年恒例の「伝統工芸こども鑑賞コース」が九州
歴史資料館で開催されました。
今年は、日枝玉峯先生・髙原祐二先生・日枝陽一先生の３人の講師を迎え、小・中学生12人が参加し、赤間石を使った硯製
作を体験しました。　
子どもたちは、先生から赤間硯の歴史を学んだ後、今まで使ったことがない大きなノミに体重をかけながら、少しずつ硯の内
部を削り、「海（うみ）」と「陸（りく）」を作りました。削り終わると、異なる形状の砥石で磨き、最後にサンドペーパーを使っ
てきれいに仕上げました。作業は３時間以上にも及び、子どもたちはくたくたになりながら一生懸命取り組みました。
体験作品は令和2年２月４日から9日までの6日間、福岡市天神の福岡三越で開催された『第66回日本伝統工芸展福岡展』で
展示され、多くの観覧者から好評を得ました。

伝統工芸こども鑑賞コース（文化財保護課）
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令和元年度福岡県教育センター研究発表会

須恵高校オンライン実証授業

福岡県教育センターにおいて、長期派遣研修員の研究成果と調査

研究の成果等に係る発表会が開催されました。発表会では、長期研

修員の先生方が、各自で研究テーマを設定し、１年間取り組まれた

研究成果が発表されました。また、福岡県教育センターにて取り組

まれた調査研究「人間関係づくり」「カリキュラム・マネジメント」

「ＯＪＴ」の成果について報告がありました。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で臨時休校となっている 

県立学校において、オンライン実証授業が開始されました。

4月20日には、須恵高校において、オンライン実証授業が行われ、

生徒は自宅からスマートフォンなどでオンライン授業に参加しまし

た。保健体育の授業では、教師がスクワットやストレッチのやり方

を紹介し、数学の授業では、教師がタブレット端末に向かって出した

問題を解説したり、生徒がモニター越しに質問したりしていました。
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大
学
入
学
者
選
抜
改
革
の
状
況

高
大
接
続
改
革
の
目
玉
と
し
て
大
学
入
学

者
選
抜
の
改
革
が
掲
げ
ら
れ
、
ど
の
大
学
も

新
た
な
入
学
者
選
抜
の
制
度
設
計
に
多
大
な

労
力
を
割
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
去
年
10

月
に
国
の
方
針
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
で
一
部
新
た
な
試
み
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
一
般
入
試
で
は
私
立
大
学
を
中
心
に
小
さ
な
変
更
に
と
ど
め
る
大
学
が

多
く
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

主
体
性
評
価
の
現
状
と
問
題
点

「
知
識
偏
重
型
」「
1
点
刻
み
」
な
ど
入
試
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
戦
前
よ

り
様
々
な
場
面
で
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
受
験
戦
争
と
い
う
言
葉
が
一
般

的
に
な
っ
た
1
9
7
0
年
代
後
半
に
は
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
改
革
の
機

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
2
0
1
4
年
発
表
の
中
央
教
育
審
議

会
の
答
申
で
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
「
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働

し
て
学
ぶ
態
度
（
以
下
主
体
性
）」
の
評
価
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
受
験
生

は
高
校
時
代
の
自
ら
の
成
長
過
程
や
学
ぶ
意
欲
を
客
観
的
に
示
す
必
要
が
出

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
活
動
の
履
歴
を
残
す
の

か
？
大
学
は
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
？
そ
れ
ぞ
れ
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

主
体
性
評
価
の
切
り
札
と
さ
れ
た
の
が
、Japan e-Portfolio （
J
e
P
）

で
す
。
J
e
P
は
高
校
生
活
に
お
け
る
種
々
の
活
動
成
果
を
記
録
し
、
今
後

の
学
び
・
成
果
に
繋
げ
る
こ
と
。
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
大
学
入
学
者

選
抜
で
知
識
以
外
の
要
素
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
主
体
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
非
常
に
難
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
私
は
長
く
企
業
に
い
た
こ
と
で
、
人
の
内
面
を
評
価
す
る

難
し
さ
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。
企
業
の
人
事
考
課
は
、
業
績
、
能
力
、
情

意
な
ど
を
多
面
的
に
評
価
し
ま
す
。
評
価
は
客
観
的
な
事
実
だ
け
で
は
な

く
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、

そ
の
人
に
日
々
注
目
し
て
評
価
を
行
い
、
給
与
や
昇
格
に
直
結
す
る
評
価
を

慎
重
に
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
試
で
は
そ
の
受
験
生
の
人
と
な
り
を
知
ら

な
い
評
価
者
が
資
料
の
み
で
定
量
的
な
評
価
を
行
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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入
試
で
の
主
体
性
評
価
と
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

本
学
で
は
、
入
試
の
段
階
で
は
J
e
P
を
利
用
せ
ず
、
調
査
書
や
面
接
に

よ
る
独
自
の
主
体
性
評
価
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
入
試
で
は
一
部
の
学
部
で
〝
エ
ッ
セ
イ
〟
の
試
験
も
課
し
ま
す
。
本

学
の
教
育
で
は
大
学
で
学
び
得
た
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
社
会
の
中
で
責
任

感
と
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
実
践
型
人
材
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
入

試
の
段
階
で
は
「
大
学
で
何
を
学
び
た
い
か
」「
卒
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
る
か
」
な
ど
本
人
の
意
欲
や
目
的
意
識
を
測
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
役
割
は
入
学
後
に
自
律
的
な
学
生
の
学
び
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
と
考
え
、
本
学
で
は
独
自
の
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

「
F
I
T
‒
A
I
M
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
培
っ
た
内
容
を
大
学

で
の
学
び
に
生
か
し
、
卒
業
ま
で
に
自
信
を
高
め
る
過
程
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
目
的
で
す
。
入
学
直
後
か
ら
高
校
で
の
学
び
を
振
り
返
り
つ
つ
、
な
ぜ

こ
の
大
学
を
志
望
し
た
か
、
何
を
学
び
た
い
か
明
ら
か
に
し
、
学
期
ご
と
に

目
標
と
目
標
達
成
の
た
め
の
計
画
を
考
え
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
キ
ャ
リ
ア
系
科
目
で
は
卒
業
後
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
半
期
ご

と
の
自
己
評
価
も
行
い
ま
す
。「
F
I
T
‒
A
I
M
」
で
は
学
生
た
ち
の
成

長
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
主
体
的
学
び
を
促
進
す
る
機
能
も
付
加
し
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
主
体
性
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
汎
用
的
か
つ
簡
潔

な
表
現
に
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
「
講
義
の
取
組
姿
勢
」
を
測
る
4
段
階
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
と
し
て
再
作
成
し
、
学
生
が
自
己
評
価
で
き
る
機
能
と
し
た
他
、

授
業
外
学
修
時
間
の
計
画
・
実
施
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

る
学
び
の
記
録
等
を
入
力
で
き
る
機
能
を
取
り
入
れ
学
習
成
果
の
可
視
化
に

繋
げ
て
い
ま
す
。

教
育
の
質
改
善
に
取
り
組
む
私
立
大
学

私
立
大
学
に
は
教
育
の
質
改
善
を
目
的
と
し
た
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。
2
0
2
0
年
4
月
に
は
改
正
私
立
学
校
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

私
立
大
学
が
社
会
か
ら
信
頼
と
支
援
を
得
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
る

と
と
も
に
学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
経
営
力
の
強

化
（
中
期
的
な
計
画
の
作
成
）、
情
報
公
開
の
充
実
（
透
明
性
確
保
）
な
ど

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
私
立
大
学
に
お
い
て

大
学
運
営
の
基
盤
強
化
と
い
う
観
点
が
教
育
の
質
向
上
と
同
格
で
示
さ
れ
た

点
で
す
。
歴
史
あ
る
私
立
大
学
は
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
哲
学
を
持
ち
、

そ
の
た
め
に
経
営
上
の
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育

機
関
と
し
て
は
本
来
持
っ
て
お
く
べ
き
普
遍
的
な
も
の
で
す
。
福
岡
工
業
大

学
で
は
建
学
以
来
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
実
践
型
人
材
を
輩
出
せ
ん
と
す
る

文
化
を
持
ち
、「For all the students

」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
全
国
の
大

学
の
中
で
い
ち
早
く
1
9
9
8
年
か
ら
民
間
企
業
に
準
じ
た
経
営
計
画
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
５
Ｗ
１
Ｈ
の
具
体
的
な
行
動
計
画
も
設
定
し
、
各
部
署
で
改
善
を
実
質

化
・
具
現
化
、
年
間
約
3
0
0
件
、
累
計
6
0
0
0
件
の
改
善
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
「
F
I
T
‒
A
I
M
」
も
こ
の
取
組
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
教
育
の
質
を
高
め
て
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
る
存

在
に
な
る
た
め
、
経
営
改
善
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も
果
敢
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
私
立
大
学
に
求
め
ら
れ
る
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
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令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）
県
庁
講
堂
に
お
い
て
、

「
福
岡
県
と
び
う
め
教
育
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

本
表
彰
式
は
、
県
内
教
職
員
の
優
れ
た
教
育
活
動
に

対
し
、
そ
の
努
力
を
た
た
え
、
更
な
る
教
育
の
振
興
を

図
る
た
め
、
次
の
４
部
門
の
合
同
表
彰
式
と
し
て
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

１　

表
彰
の
種
類
（
部
門
）
と
目
的

「
福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
教
職
員
表
彰
」
は
、
日
々

の
授
業
や
生
徒
指
導
等
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
、
学

校
運
営
等
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
教
職
員
を
顕

彰
す
る
こ
と
で
、
広
く
教
職
員
の
意
欲
及
び
資
質
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
福
岡
県
公
立
学
校
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰
」
は
、

特
定
の
分
野
や
領
域
に
お
い
て
優
れ
た
指
導
力
と
専
門

性
を
有
し
、
効
果
的
な
実
践
を
し
て
い
る
教
職
員
を

「
ふ
く
お
か
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
そ

の
技
術
や
知
恵
を
若
手
職
員
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
お
か
教
育
論
文
表
彰
」
は
、
教
育
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
だ
教
育
実
践
に
関
す
る
論
文
を
募
集
す

る
こ
と
で
、
教
育
関
係
者
の
意
欲
喚
起
及
び
人
材
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
教
育
実
践
の
普
及
を
図

り
、
県
下
の
教
育
活
動
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

「
福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
校
表
彰
」
は
、
学
校
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
県
立
学
校
部
門
は
経
営
改
善
、
教
育
内
容
改

善
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
生
徒
指
導
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
の
５
つ
の
部
門
か
ら
成
り
、
市
町
村
立
学
校
部
門

で
は
確
か
な
学
力
の
育
成
、
豊
か
な
心
の
育
成
、
健
や

か
な
体
の
育
成
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や

社
会
参
加
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
５
つ
の
観
点

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

２　

表
彰
式
等

表
彰
式
で
は
、
城
戸
秀
明
教
育
長
か
ら
、
各
部
門
の

代
表
者
等
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
代
表
者
及
び
代
表
校
は
次
の
３
名
及
び
２

校
で
す
。

（
福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
教
職
員
表
彰
）

　
　
　
　
　
　

福
岡
県
立
太
宰
府
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

矢
野　

信
一

（
福
岡
県
公
立
学
校
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰
）

　
　
　
　
　
　

直
方
市
立
植
木
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教　

諭　
　

吉
浦　

章
子

（
ふ
く
お
か
教
育
論
文
表
彰
）

　
　
　
　
　
　

筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教　

頭　
　

森
田　

真
一

（
福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
校
表
彰
）　

　
　
　
　
　
　

み
や
ま
市
立
山
川
中
学
校

　
　
　
　
　
　

福
岡
県
立
鞍
手
高
等
学
校

表
彰
状
授
与
後
、
各
部
門
の
代
表
者
は
、
受
賞
の
喜

び
と
と
も
に
教
育
実
践
内
容
や
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後
、
表
彰
内
容
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
受
賞
者
数
は
、「
福
岡
県
公
立
学
校

優
秀
教
職
員
表
彰
」
が
33
名
、「
福
岡
県
公
立
学
校
教

育
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰
」
が
20
名
、「
ふ
く
お
か
教
育
論

文
表
彰
」
が
47
名
、「
福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
校
表
彰
」

が
８
校
で
、
表
彰
式
後
の
表
彰
状
伝
達
式
に
お
い
て
各

部
門
代
表
者
を
除
く
全
受
賞
者
に
県
教
育
委
員
会
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
教

育
に
対
す
る
熱
意
と
実
績
が
、
学
校
組
織
に
活
力
を
も

た
ら
し
、
本
県
全
体
の
教
育
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特 集

令
和
元
年
度
福
岡
県
と
び
う
め
教
育
表
彰
式

教
職
員
課
・
高
校
教
育
課
・
義
務
教
育
課
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福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
教
職
員
表
彰
部
門

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
福
岡

県
公
立
学
校
優
秀
教
員
表
彰
制
度
を
創
設
し
、
表
彰
を

実
施
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
表
彰
の
対
象
者

を
、
事
務
職
員
等
を
含
む
教
職
員
に
拡
大
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
被
表
彰
者
は
、
次
の
33
名
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
、学
校
名
及
び
職
名
は
表
彰
時
の
も
の
）

〔
小
学
校
〕

糸
島
市
立
前
原
小
学
校　
　

教　

諭　
　

古
川　

明
子

篠
栗
町
立
勢
門
小
学
校　
　

主
幹
教
諭　

冨
永　

展
弘

中
間
市
立
中
間
北
小
学
校　

教　

諭　
　

三
原　

靖
子

芦
屋
町
立
芦
屋
東
小
学
校　

主
幹
教
諭　

古
井　
　

崇

う
き
は
市
立
大
石
小
学
校　

教　

諭　
　

物
部
由
紀
子

筑
前
町
立
三
輪
小
学
校　
　

主
幹
教
諭　

床
島　
　

光

筑
後
市
立
西
牟
田
小
学
校　

主
幹
教
諭　

西
江　

順
平

飯
塚
市
立
飯
塚
鎮
西
小
学
校　

主
幹
教
諭　

桂　

美
智
代

古
賀
市
立
舞
の
里
小
学
校　

教　

諭　
　

安
部
美
保
子

東
峰
村
立
東
峰
小
学
校　
　

主
幹
教
諭　

樋
口
み
ど
り

苅
田
町
立
南
原
小
学
校　
　

主
幹
教
諭　

吉
武　

知
美

〔
中
学
校
〕

大
野
城
市
立
大
利
中
学
校　

主
幹
教
諭　

鬼
木　

恵
美

古
賀
市
立
古
賀
中
学
校　
　

主
幹
教
諭　

井
上　

久
子

新
宮
町
立
新
宮
東
中
学
校　

栄
養
教
諭　

中
西　

美
里

朝
倉
市
立
甘
木
中
学
校　
　

養
護
教
諭　

三
笘
五
十
鈴

み
や
ま
市
立
山
川
中
学
校　

主
幹
教
諭　

田
中　

智
美

桂
川
町
立
桂
川
中
学
校　
　

教　

諭　
　

林　
　

鶴
見

吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
立
吉
富
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
幹
教
諭　

島
津　

博
文

糸
島
市
立
前
原
東
中
学
校　

主
幹
教
諭　

吉
村　
　

浩

太
宰
府
市
立
太
宰
府
中
学
校　

教　

諭　
　

重
広　

靖
恵

田
川
市
立
鎮
西
中
学
校　
　

主
幹
教
諭　

田
中　

善
隆

太
宰
府
市
立
太
宰
府
中
学
校　

主　

幹　
　

高
村　

敬
一

〔
義
務
教
育
学
校
〕

八
女
市
立
上
陽
北
汭
学
園　

主
幹
教
諭　

加
藤　

隼
一

〔
高
等
学
校
〕

福
岡
県
立
三
池
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

堤　
　

隆
広

福
岡
県
立
太
宰
府
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

矢
野　

信
一

福
岡
県
立
武
蔵
台
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

永
田　

俊
一

福
岡
県
立
宗
像
高
等
学
校　

教　

諭　
　

青
栁　

孝
明

福
岡
県
立
嘉
穂
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

佐
藤　

康
枝

福
岡
県
立
光
陵
高
等
学
校　

指
導
教
諭　

川
上　

由
美

福
岡
県
立
小
郡
高
等
学
校　

主
幹
教
諭　

内
田　

秀
樹

〔
特
別
支
援
学
校
〕

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校　

主
幹
教
諭　

髙
山　

健
一

福
岡
県
立
小
倉
聴
覚
特
別
支
援
学
校　

教　

諭　
　

村
崎　

聡
子

福
岡
県
立
築
城
特
別
支
援
学
校　

事
務
次
長　

磯
邉　

敬
子

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る

「
学
習
指
導
」、「
生
徒
指
導
・
進
路
指
導
等
」、「
学
校
体

育
や
学
校
保
健
、
学
校
給
食
」、「
部
活
動
等
」、「
特
別

支
援
教
育
」、「
地
域
と
の
連
携
・
協
働
」、「
国
際
交
流

等
」、「
学
校
事
務
の
機
能
強
化
等
」、「
そ
の
他
、
他
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
実
践
」
と
い
う
９
つ
の
基
準
に
お

け
る
教
育
実
践
等
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
教
職
員
等

に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を
広
く
周
知
し
、
あ
わ
せ
て
我

が
国
の
教
職
員
の
意
欲
及
び
資
質
能
力
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員

表
彰
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
本
県
公
立
学
校
優
秀
教
職
員
表
彰

受
賞
者
の
う
ち
、
24
名
の
方
々
が
受
賞
し
、
令
和
２
年

１
月
14
日
に
東
京
で
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
公
立
学
校
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰
部
門

　

ふ
く
お
か
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
20
名
の

先
生
方
は
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
本
県
全
体
の
教
育
の

質
の
向
上
の
た
め
、
所
属
校
は
も
と
よ
り
、
他
校
の
教

職
員
等
に
対
す
る
教
育
相
談
や
公
開
授
業
、
実
技
指
導

等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
被
表
彰
者
と
表
彰
を
受
け
た

特
定
分
野
で
の
取
組
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
、学
校
名
及
び
職
名
は
表
彰
時
の
も
の
）

〔
市
町
村
立
学
校
〕

古
賀
市
立
古
賀
東
中
学
校　

教　

諭　
　

今
里
憲
一
郎　

　

《
人
権
教
育
》

市町村立学校

県立学校
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み
や
ま
市
立
桜
舞
館
小
学
校　

教　

諭　
　

鬼
丸
香
代
子

　

《
学
級
経
営
》

糸
島
市
立
波
多
江
小
学
校　

教　

諭　
　

木
村　

英
子

　

《
教
科
指
導
：
音
楽
》

糸
島
市
立
東
風
小
学
校　
　

教　

諭　
　

桐
野　

朋
子

　

《
特
別
支
援
教
育
》

八
女
市
立
黒
木
小
学
校　
　

教　

諭　
　

高
田
香
代
美

　

《
日
本
語
指
導
》

朝
倉
市
立
杷
木
中
学
校　
　

教　

諭　
　

田
中　

信
吉

　

《
進
路
指
導
》

遠
賀
町
立
浅
木
小
学
校　
　

教　

諭　
　

南
里　

曜
子

　

《
学
級
経
営
》

宗
像
市
立
自
由
ヶ
丘
小
学
校　

教　

諭　
　

新
島　

ま
り

　

《
特
別
支
援
教
育
》

古
賀
市
立
古
賀
東
中
学
校　

教　

諭　
　

秦　
　

直
弘

　

《
生
徒
指
導
及
び
部
活
動
指
導
》

朝
倉
市
立
立
石
小
学
校　
　

栄
養
教
諭　

畑　
　

洋
子

　

《
食
育
》

春
日
市
立
大
谷
小
学
校　
　

教　

諭　
　

福
田　

美
穂

　

《
教
科
指
導
：
算
数
》

福
智
町
立
上
野
小
学
校　
　

教　

諭　
　

森　
　

有
希

　

《
教
科
指
導
：
道
徳
》

柳
川
市
立
昭
代
中
学
校　
　

教　

諭　
　

山
本
真
由
子

　

《
特
別
支
援
教
育
》

直
方
市
立
植
木
小
学
校　
　

教　

諭　
　

吉
浦　

章
子

　

《
学
級
経
営
》

〔
県
立
学
校
〕

福
岡
県
立
小
倉
工
業
高
等
学
校 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
任
実
習
助
手　

金
部　

栄
洋

　

《
工
業
》
工
業
分
野
に
お
け
る
若
手
教
員
の
人
材
育
成

福
岡
県
立
須
恵
高
等
学
校　

教　

諭　
　

岩
村　

智
子

　

《
生
徒
指
導
》
生
徒
指
導
及
び
部
活
動
指
導
の
推
進

福
岡
県
立
香
椎
高
等
学
校　

教　

諭　
　

安
部　

方
志

　

《
外
国
語
》
外
国
語
分
野
に
お
け
る
教
科
指
導

福
岡
県
立
香
椎
工
業
高
等
学
校　

教　

諭　
　

岩
谷　

誠
一

　

《
工
業
》
工
業
分
野
に
お
け
る
教
科
指
導

福
岡
県
立
直
方
高
等
学
校　

教　

諭　
　

元
嶋　

啓
子

　

《
特
別
支
援
教
育
》
特
別
支
援
教
育
の
推
進

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
北
九
州
高
等
学
園
」 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教　

諭　
　

真
子　

泰
子

　

《
学
年
経
営
》
学
年
経
営
の
推
進

ふ
く
お
か
教
育
論
文
表
彰
部
門

〔
本
年
度
の
応
募
状
況
〕

　

令
和
元
年
度
の
応
募
総
数
は
３
０
５
点
で
し
た
。
応

募
者
の
う
ち
、
職
歴
５
年
以
下
が
全
体
の
約
60
％
、
10

年
以
下
を
含
め
る
と
全
体
の
約
75
％
に
な
り
、
若
年
教

員
の
積
極
的
な
応
募
が
見
ら
れ
ま
す
。
教
育
論
文
を
書

く
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
実
践
を
振
り
返
り
、

自
分
で
気
付
か
な
か
っ
た
価
値
や
課
題
を
見
出
し
、
更

な
る
教
育
実
践
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
積

極
的
な
応
募
を
期
待
し
ま
す
。

〔
優
秀
賞
受
賞
作
品
〕

令
和
元
年
度
の
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、次
の
４
点
で
す
。

（
講
評
）

本
県
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
育
成
体
制
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
福
岡
県
教
職
員
育
成
指
標
に
基

づ
い
た
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
内
容
で
し

た
。
そ
の
中
で
、
教
頭
と
し
て
教
職
員
一
人
一
人
の
将

来
を
具
体
的
に
見
据
え
て
、
計
画
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
中
で
の
教
頭
の
役
割
を
明
確
に
し
た
点
は
、
大

変
価
値
あ
る
も
の
で
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
い
く

中
堅
教
員
の
育
成
の
視
点
か
ら
、
メ
ン
タ
ー
と
メ
ン

テ
ィ
ー
に
よ
る
取
組
の
一
層
の
活
用
を
図
る
な
ど
し

て
、
本
研
究
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
が

ま
す
ま
す
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　

研
究
主
題

　

自
己
の
生
き
方
と
向
き
合
い
続
け
る
子
供
を

　

育
て
る
道
徳
科
学
習
指
導

　
　

う
き
は
市
立
大
石
小
学
校

　
　

教
諭　

靍
田　

圭
祐　

（
講
評
）

教
材
中
の
人
物
や
友
達
と
自
分
の
感
じ
方
・
考
え
方

を
比
較
し
た
り
、
道
徳
的
価
値
に
対
す
る
感
じ
方
・
考

研
究
主
題

　

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
人
材
育
成

　
　

筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
中
学
校

教
頭　

森
田　

真
一　

市町村立学校

県立学校
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え
方
を
見
直
し
、
新
た
に
し
た
り
す
る
表
現
活
動
の
在

り
方
の
究
明
を
目
指
し
た
内
容
で
し
た
。
具
体
的
な
手

立
て
で
あ
る
、
価
値
を
吟
味
さ
せ
る
た
め
の
「
空
間
的

な
視
点
」
や
「
時
間
的
な
視
点
」
を
用
い
た
対
話
活
動

や
、
教
材
や
事
象
等
と
自
分
の
感
じ
方
・
考
え
方
を
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
提
示
の
工
夫
は
大
変
効

果
的
で
し
た
。

研
究
主
題

　

自
ら
よ
り
よ
い
睡
眠
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　

子
ど
も
を
育
て
る
睡
眠
に
関
す
る
指
導

　
　

う
き
は
市
立
江
南
小
学
校

　
　

養
護
教
諭　

冨
田　

美
里　

（
講
評
）

児
童
が
生
活
改
善
の
目
標
を
設
定
し
、
授
業
の
振
り

返
り
や
解
決
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
継
続
し
て
、
睡
眠

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
た
内
容
で
し

た
。「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
機
能
化
」「
養
護
教
諭
の

専
門
性
を
発
揮
し
た
集
団
指
導
」「
生
活
実
態
に
即
し

た
個
別
指
導
」「
家
庭
と
の
連
携
」
の
四
つ
の
手
立
て

に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
関
係
性
、
有
効
性
を
示
し

た
、
大
変
価
値
あ
る
も
の
で
し
た
。

研
究
主
題

　

よ
り
よ
い
道
徳
的
価
値
観
を
形
成
す
る

　

道
徳
科
学
習

　
　

築
上
町
立
築
城
小
学
校

　
　

教
諭　

吉
里　

正
樹　

（
講
評
）

児
童
の
道
徳
的
諸
価
値
の
理
解
及
び
自
覚
を
深
め
る

こ
と
を
目
指
し
た
内
容
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
導
入
段

階
で
の
道
徳
的
価
値
観
の
揺
さ
ぶ
り
や
展
開
段
階
で
の

自
他
の
考
え
の
比
較
、
終
末
段
階
で
の
自
己
の
変
容
の

振
り
返
り
な
ど
、
対
象
や
ね
ら
い
の
異
な
る
比
較
活
動

の
位
置
付
け
た
学
習
展
開
は
、
今
後
期
待
さ
れ
る
道
徳

科
の
学
習
指
導
の
質
的
転
換
の
方
向
性
を
示
す
大
変
価

値
あ
る
も
の
で
し
た
。

〔
教
育
論
文
を
作
成
す
る
際
の
留
意
点
〕

　

今
後
、
教
育
論
文
を
作
成
す
る
際
に
は
次
の
点
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①�　

研
究
内
容
に
教
育
的
価
値
が
あ
り
、
研
究
成
果

が
多
く
の
教
育
関
係
者
に
波
及
す
る
こ
と
を
意
識

し
た
主
題
で
あ
る
。

　

②�　

研
究
の
構
想
は
明
確
で
研
究
の
ね
ら
い
と
対
応

し
て
い
る
と
も
に
、
先
進
的
な
取
組
を
意
識
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

③�　

一
定
期
間
、
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
実
践
の
積
み
上
げ

を
図
っ
て
い
る
。

　

④�　

考
察
は
、
研
究
構
想
に
基
づ
き
、
客
観
的
な
資

料
、
具
体
的
な
事
実
を
適
切
に
用
い
て
行
わ
れ
て

い
る
。

　

⑤�　

言
葉
の
概
念
規
定
が
明
確
で
、
読
み
や
す
い
文

章
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

優秀賞受賞者優良賞受賞者

佳作賞受賞者奨励賞受賞者
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福
岡
県
公
立
学
校
優
秀
校
表
彰
部
門

【
県
立
学
校
】

〔
経
営
改
善
部
門
〕

　

学
校
活
性
化
の
た
め
の
取
組
や
他
校
種
・
地
域
・
企

業
等
と
の
連
携
、
学
校
の
専
門
性
を
発
揮
し
た
活
動
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

修
猷
館
高
等
学
校
（
優
秀
校
）

平
成
26
年
度
か
ら
、「
小
学
生
保
護
者
説
明
会
（
ふ

れ
あ
い
教
室
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
区
内
の
公

立
小
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
が
、
中
高
一
貫
校
に
進
学

し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
本
校
の
教
育
活
動
に
関
す
る

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
県
立
高
校
全
体
の
教
育
活
動

を
紹
介
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
約

４
６
０
名
の
小
学
生
、
保
護
者
等
を
含
め
る
と
約
千
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
福
岡

市
教
育
委
員
会
、
糸
島
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
る

な
ど
、
周
知
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

県
立
高
校
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

本
事
業
は
他
の
県
立
高
校
の
参
考
と
な
る
事
例
と
し
て

高
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

〔
教
育
内
容
改
善
部
門
〕

授
業
改
善
や
教
材
開
発
、
教
育
課
程
に
関
す
る
研
究

な
ど
効
果
的
な
取
組
や
成
果
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

鞍
手
高
等
学
校
（
最
優
秀
校
）

平
成
24
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）（
現
在
Ⅱ
期
目
）、
平
成
27
年
度
か
ら

Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の

各
事
業
の
指
定
を
受
け
、「
筑
豊
か
ら
世
界
へ
！
グ

ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
『
た
く
ま
し

き
前
進
者
』
の
育
成
」
と
い
う
構
想
名
の
も
と
、
地
球

規
模
の
広
い
視
野
で
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
人
材
の

育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
「
課
題

研
究
」
に
切
り
替
え
、
地
域
や
企
業
、
大
学
と
連
携
し

た
探
究
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
生

徒
が
海
外
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
校
内

だ
け
で
な
く
校
外
で
も
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
Ｇ
７
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
に
お
け
る
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
で
の

発
表
等
を
行
う
な
ど
本
事
業
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
組
内
容
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
県
下
の
公

立
高
校
へ
の
配
布
を
は
じ
め
、
事
業
説
明
会
の
実
施
、

さ
ら
に
は
県
内
外
か
ら
の
学
校
視
察
の
受
入
れ
な
ど
を

通
し
て
成
果
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し

ま
し
た
。

京
都
高
等
学
校
（
優
秀
校
）

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
京
都
大
学
や
行
政
機
関
、

大
学
、
農
業
関
連
企
業
等
と
連
携
し
、
世
界
的
な
視
野

に
立
っ
て
農
業
問
題
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
課
題
解
決
に
必
要
な
主
体
的
か
つ
協
働
的
に
行
動
で

き
る
力
、
批
判
的
思
考
力
や
論
理
的
思
考
力
等
を
有
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
方
法
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

課
題
研
究
に
お
い
て
は
、
思
考
の
流
れ
を
整
理
す
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
成
果
物
を
評
価
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

等
、
新
た
な
教
材
・
指
導
方
法
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
課
題
研
究
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
教
科
横

断
的
視
点
に
立
っ
た
教
育
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
の
成
果
を
生
か
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
学
校
全
体
と

し
て
の
取
組
を
評
価
し
ま
し
た
。

令和元年度「ふくおか教育論文」入賞者（優良賞以上）一覧
【優秀賞】

主　　題 所　　属 職　　名 氏　　名

教職員のキャリアステージに応じた人材育成 筑紫野市立筑紫野中学校 教　　頭 森田　真一

自己の生き方と向き合い続ける子供を育てる道徳科学習指導 うきは市立大石小学校 教　　諭 靍田　圭祐

自らよりよい睡眠習慣を身につける子どもを育てる睡眠に関する指導 うきは市立江南小学校 養護教諭 冨田　美里

よりよい道徳的価値観を形成する道徳科学習 築上町立築城小学校 教　　諭 吉里　正樹

【優良賞】
主　　題 所　　属 職　　名 氏　　名

自然事象の問題を見いだす子供を育てる第3学年理科学習指導 大野城市立大野東小学校 教　　諭 木川　航太

教員の意欲を喚起し、教育効果を高める学校経営 岡垣町海老津小学校 校　　長 石田　拓司

主体的に文字を書くことができる児童を育てる高学年外国語科学習指導 小郡市立三国小学校 指導教諭 河村　昌宏

理科の見方・考え方を働かせ、分析して解釈する生徒を育てる理科学習指導 大川市立大川南中学校 教　　諭 野田　　恵

考えを広げたり深めたりする力を高める国語科学習指導のあり方 糸田町立糸田小学校 教　　諭 伊藤　有紀

講義形式の一斉授業における学習評価の改善に関する一考察 福岡県立筑前高等学校 校　　長 真海　誠司
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北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校
（
優
秀
校
）

数
々
の
事
業
の
委
嘱
校
・
推
進
校
と
し
て
教
科
等
横

断
的
な
視
点
か
ら
日
常
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
を
行
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
の

公
募
等
に
も
積
極
的
に
応
募
し
、
学
校
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
の
視
点
か
ら
も
価
値
あ
る
取

組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
の
教
育
活
動
に
つ
い
て

広
く
地
域
に
発
信
し
、
特
別
支
援
教
育
、
と
り
わ
け
視

覚
障
が
い
教
育
に
対
す
る
理
解
啓
発
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
の
充
実
が

図
ら
れ
て
お
り
、
視
覚
障
が
い
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
点
を
評
価
し
ま
し

た
。

〔
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
門
〕

　

児
童
生
徒
等
の
進
路
実
現
に
お
け
る
効
果
的
な
取
組

や
成
果
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

福
岡
農
業
高
等
学
校
（
優
秀
校
）

平
成
26
年
度
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受

け
、
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
社
会
人
ス
キ
ル
の
向
上
だ

け
で
な
く
正
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
専
攻
科
と
連
携
し
た
共
働
授
業
で
は
、

高
校
生
が
専
攻
科
の
生
徒
か
ら
専
門
的
な
栽
培
技
術
や

分
析
方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
高
校
生
は

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
、
専
攻
科
の
生
徒

は
知
識
の
整
理
に
つ
な
が
り
両
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の

効
果
を
も
た
ら
す
農
業
教
育
の
研
究
開
発
の
取
組
を
評

価
し
ま
し
た
。

【
市
町
村
立
学
校
】

市
町
村
立
学
校
部
門
は
、
⑴
確
か
な
学
力
の
育
成 

⑵
豊
か
な
心
の
育
成 

⑶
健
や
か
な
体
の
育
成 

⑷
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加 

⑸
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
た
学
校
経
営
・
運
営
の
観
点

の
い
ず
れ
か
一
つ
に
お
い
て
、
当
該
学
校
の
実
態
に
応

じ
て
効
果
を
あ
げ
る
工
夫
の
も
と
に
特
色
あ
る
取
組
を

継
続
し
て
行
い
、
そ
の
成
果
が
顕
著
な
市
町
村
立
学
校

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

新
宮
町
立
新
宮
北
小
学
校
（
確
か
な
学
力
）

全
教
職
員
に
よ
る
学
力
分
析
や
日
常
の
授
業
改
善
を

目
指
す
学
年
協
働
の
授
業
づ
く
り
、
主
幹
教
諭
や
学
力

向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
授
業
モ
デ
ル
の
提
示

な
ど
、
児
童
の
確
か
な
学
力
育
成
の
た
め
の
組
織
的
、

継
続
的
な
取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

み
や
ま
市
立
山
川
中
学
校
（
確
か
な
学
力
）

校
内
研
修
組
織
を
も
と
に
重
点
目
標
達
成
に
向
け
た

教
科
横
断
的
な
視
点
で
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
評

価
計
画
に
従
っ
て
客
観
的
デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
た

上
で
次
年
度
へ
の
改
善
策
を
検
討
す
る
な
ど
、
組
織

的
、
計
画
的
で
確
実
な
取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

久
山
町
立
久
原
小
学
校
（
学
校
経
営
・
運
営
）

業
務
改
善
を
目
指
し
た
職
員
研
修
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
教
科
や
領
域
を
対
象
と
し
た
主
題
研
究
を
見
直

し
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
職

員
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
点
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【問合せ先】
〔福岡県公立学校優秀教職員表彰部門〕

教職員課管理免許係  
　TEL 092-643-3894 

〔福岡県公立学校教育マイスター表彰部門〕
教職員課県立学校係・市町村立学校係
　TEL 092-643-3893 　TEL 092-643-3893

〔ふくおか教育論文表彰部門〕
義務教育課指導班 
　TEL 092-643-3910

〔福岡県公立学校優秀校表彰部門〕
高校教育課指導班（県立学校）	 義務教育課指導班（市町村立学校）   
　TEL 092-643-3905	 　TEL 092-643-3910  

県立学校

市町村立学校
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特 集

令
和
２
年
度
福
岡
県
教
育
施
策
実
施
計
画
の
概
要�

総
務
企
画
課

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
教
育
行
政
の
教
育
施
策
を

県
民
の
皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
町
村
の
教

育
行
政
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
毎
年
教
育
施
策
実
施
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

去
る
令
和
２
年
３
月
13
日
に
策
定
さ
れ
た
令
和
２
年
度
の

実
施
計
画
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
実
施
計
画
の
全
文
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
R
L
：�https://w

w
w.pref.fukuoka.lg.jp/contents/

r2kyouikujissikeikaku.htm
l

は
じ
め
に

福
岡
県
教
育
施
策
実
施
計
画
は
、
本
県
の
「
教
育
振
興
基

本
計
画
」
の
う
ち
教
育
委
員
会
所
管
分
野
に
係
る
単
年
度
の

実
施
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

教
育
の
基
本
目
標

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法
に
お
け
る
教
育
の
目

標
を
基
本
に
据
え
つ
つ
、
福
岡
県
教
育
大
綱
及
び
福
岡
県
学

校
教
育
振
興
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
本
県
に
お
け
る
「
教
育
の

基
本
目
標
」
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

福
岡
県
独
自
の
指
導
方
法

『
鍛
（
き
た
）
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
』
の
展
開

県
教
育
委
員
会
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
様
々
な
教
育

課
題
を
共
有
し
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
学
ぶ
意
欲
や
自
尊
感
情
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
勤
勉
性

や
逆
境
に
立
ち
向
か
う
心
な
ど
、
子
ど
も
が
自
律
的
に
成
長

す
る
た
め
の
原
動
力
と
な
る
人
格
的
資
質
を
育
成
す
る
た

め
、「
鍛
え
て
、
ほ
め
て
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
伸
ば
す
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
福
岡
県
独
自
の
指
導
方
法
『
鍛
ほ
め
福

岡
メ
ソ
ッ
ド
』
を
全
県
的
に
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
『
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
』
を
、
本
県
の
教
育
に
関

わ
る
全
て
の
方
が
共
有
・
実
践
し
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
・

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

福
岡
県
の
教
育
施
策
の
体
系

令
和
２
年
度
の
教
育
施
策
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
７
つ
の
柱
、
13
の
項
目
、
28
の
施
策
に
整
理
、
体
系
化
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
福
岡
県
の
教
育
施
策

令
和
２
年
度
に
お
け
る
施
策
の
基
本
的
な
ね
ら
い
や
主
な

取
組
・
事
業
を
、
28
の
施
策
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

〈
施
策
１
〉
確
か
な
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進　

◇�　

福
岡
県
学
力
向
上
推
進
計
画
等
の
下
、
知
識
・
技
能
及

び
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
確
か
な
学
力
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

◇�　

県
内
全
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
力
実
態
、
学
習
状
況

及
び
市
町
村
の
学
力
向
上
の
取
組
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
各
学
校
に
お
い
て
、
学
力
向
上
に
係
る
効
果
的
な

検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
中

学
校
の
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇�　

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
課
題
解

決
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
及
び

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
育
成
に
向
け
た
取
組

の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

教
員
研
修
の
実
施
に
よ
り
授
業
の
工
夫
改
善
を
図
り
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◇�　

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
下
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
を
進

め
、
放
課
後
の
学
習
支
援
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

福
岡
県
学
力
向
上
推
進
計
画
に
基
づ
く
学
力
向
上
総
合

推
進
事
業
の
実
施

２　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
推
進
事
業
の
実
施

３�　

地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
に
お
け
る
放
課
後
の
学
習
支

援
等
の
実
施

【
教
育
の
基
本
目
標
】

○�　

真
理
を
求
め
、
意
欲
的
に
学
ぶ
態
度
を
も
ち
、
社

会
的
自
立
の
基
盤
と
な
る
確
か
な
学
力
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
、
豊
か
な
情
操
と
道

徳
心
を
備
え
た
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○��　

志
と
自
律
心
を
も
ち
、
創
造
性
や
個
性
に
富
み
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○�　

正
義
を
愛
し
、
他
者
を
思
い
や
り
、
共
に
生
き
る

心
や
公
共
の
精
神
に
基
づ
く
強
い
自
覚
と
実
践
力
を

も
ち
、
人
権
を
尊
重
す
る
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○�　

正
義
を
愛
し
、
他
者
を
思
い
や
り
、
共
に
生
き
る

心
や
公
共
の
精
神
に
基
づ
く
強
い
自
覚
と
実
践
力
を

も
ち
、
人
権
を
尊
重
す
る
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○�　

命
あ
る
も
の
を
尊
び
、
自
然
を
大
切
に
し
、
環
境

の
保
全
に
寄
与
す
る
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○�　

自
ら
考
え
、
多
様
な
価
値
観
の
人
々
と
協
働
し
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
社
会
を
支
え
、
そ
の

発
展
に
寄
与
す
る
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。

○�　

文
化
と
伝
統
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で

き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も

に
、
人
類
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
国
際
性
豊

か
な
県
民
を
育
成
す
る
こ
と
。
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〈
施
策
２
〉
体
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進　
　
　
　

◇�　

ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
の
推
進
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

活
用
等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
運
動
へ
の
動
機
付
け
や
習
慣

化
の
促
進
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
を
更
に
向
上
さ

せ
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

福
岡
県
体
力
向
上
総
合
推
進
事
業
の
実
施

〈
施
策
３
〉
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
豊
か
に
す
る
体
制
づ
く
り　

◇�　

平
成
30
年
12
月
に
策
定
し
た
「
福
岡
県
運
動
部
活
動
の

在
り
方
に
関
す
る
指
針
」
に
則
っ
た
運
動
部
活
動
の
適
正

な
運
営
や
部
活
動
指
導
員
等
を
活
用
し
た
指
導
体
制
づ
く

り
の
推
進
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
特
有
の
楽
し
さ
を

味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る
運
動
部
活
動
を
構
築

し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
運
動
･
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
体
力
の
向
上
や
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
な
ど
、
継
続
的
に
運
動
に
取
り
組
む
運
動
習
慣
の
定
着

を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
各
種
研
修
の
充
実

２�　

福
岡
県
体
力
向
上
総
合
推
進
事
業
に
お
け
る
部
活
動
指

導
員
の
配
置

〈
施
策
４
〉
健
康
教
育
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇�　

性
や
心
の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発

及
び
生
徒
の
不
安
や
悩
み
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
学

校
、
家
庭
、
産
婦
人
科
医
・
精
神
科
医
と
の
連
携
を
推
進

し
ま
す
。

◇�　

児
童
生
徒
に
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
食
に
関
す
る
指
導

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
・
協
働

し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

健
康
教
育
推
進
事
業
（
性
と
心
の
健
康
相
談
）
の
実
施

２�　

食
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
の
研
修
の
充
実

３�　

子
ど
も
が
作
る
「
ふ
く
お
か
弁
当
の
日
」
の
推
進

４�　

衛
生
管
理
及
び
安
全
な
食
材
確
保
の
た
め
の
体
制
整
備

〈
施
策
５
〉
道
徳
性
を
養
う
心
の
教
育
の
充
実

◇�　

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
充
実
に
向
け
て
、
体
験
活

動
や
問
題
解
決
的
な
学
習
等
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
の
活

動
等
で
学
ん
だ
内
容
の
意
義
や
人
間
と
し
て
の
生
き
方
等

に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す
る
よ
う
な
授
業
の
実
現
に
努
め

ま
す
。

《福岡県の教育施策の体系》
柱 項目 施策 施策番号

Ⅰ�「学力、体力、豊かな心」を育成する

１ 学力の向上 ⑴確かな学力向上のための取組の推進 施策1

２ 体力の向上

⑴体力向上のための取組の推進 施策2

⑵体育・スポーツ活動を豊かにする体制づくり 施策3

⑶健康教育の充実 施策4

３ 豊かな心の醸成

⑴道徳性を養う心の教育の充実 施策5

⑵実体験を重視した教育の推進 施策6

⑶いじめや不登校等への対応 施策7

⑷少年の非行防止と健全育成 施策8

⑸幼児教育の充実 施策9

⑹読書活動の充実 施策10

４ 学校、家庭、地域の連携・協働
⑴学校、家庭、地域の連携・協働体制の整備 施策11

⑵家庭教育支援の充実 施策12

５ 教育環境づくり

⑴多様な教育ニーズへの対応 施策13

⑵ ICT を活用した教育活動の推進 施策14

⑶児童生徒の安全確保 施策15

⑷学校施設の整備・充実 施策16

⑸教育機会の確保 施策17

⑹教員の指導力・学校の組織力の向上 施策18

Ⅱ�「社会にはばたく力」を育成する
１ 多様で特色ある能力や個性の伸長

⑴個性や能力を伸ばす教育の充実 施策19

⑵特別支援教育の推進 施策20

２ キャリア教育の充実 ⑴キャリア教育・職業教育の推進 施策21

Ⅲ�「郷土と日本、そして世界を知る力」を
育成する １ �郷土の魅力を学び、世界の多様性を理解 ⑴国際的視野を持つ人材の育成 施策22

Ⅳ 生涯学習社会をつくる
１ 生涯学習・社会教育の総合的推進 ⑴社会教育活動の推進 施策23

２ 生涯学習・社会教育環境の整備 ⑴社会教育施設の充実 施策24

Ⅴ �県民の文化活動を盛んにする １ 文化の振興
⑴県民文化芸術活動の振興 施策25

⑵文化財の保存・活用及び継承 施策26

Ⅵ �県民のスポーツ活動を盛んにする １ �大規模国際スポーツ大会等を契機とした
スポーツの振興による地域活性化

⑴ �県民に希望や元気を与える競技スポーツの
推進 施策27

Ⅶ �人権が尊重される心豊かな社会をつくる １ �人権尊重の意識や行動の定着及び人権施
策の推進 ⑴人権教育・人権啓発の推進 施策28
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◇�　

他
人
を
思
い
や
る
心
や
、
公
共
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

大
切
に
す
る
心
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
道
徳
性
を
養
う
心
の
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
や
国
際
社
会
に
貢
献
す
る

心
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
特
別
の

教
科　

道
徳
」
や
各
教
科
な
ど
の
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
体
験
活
動
の
推
進

２�　

規
範
的
な
行
動
を
促
す
道
徳
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
の
教
育
活
動
の
充
実

〈
施
策
６
〉
実
体
験
を
重
視
し
た
教
育
の
推
進

◇�　

子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
定
着
、
協
調
性
・
主
体
性
な
ど

を
育
む
た
め
、
地
域
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
「
鍛
ほ
め
福

岡
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た
体
験
活
動
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

◇�　

各
社
会
教
育
施
設
の
特
色
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
、
体
験
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

「
鍛
ほ
め
通
学
合
宿
」
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
の
実
施

２�　

県
立
学
校
集
団
体
験
活
動
推
進
事
業
の
実
施

３�　

放
課
後
等
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
な
ど
の

支
援

４�　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
・
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

の
体
験
活
動
の
支
援

〈
施
策
７
〉
い
じ
め
や
不
登
校
等
へ
の
対
応　
　
　

 　

◇�　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
、
福
岡
県
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
、
福
岡
県
い
じ
め
問
題
総
合
対
策
（
改
訂
版
）
及
び

福
岡
県
県
立
学
校
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
委
員
会
の
調
査

等
に
基
づ
き
、
い
じ
め
防
止
等
の
取
組
を
更
に
推
進
し
ま

す
。

◇�　

い
じ
め
や
不
登
校
等
を
未
然
に
防
止
し
、
早
期
に
発

見
・
対
応
す
る
た
め
の
取
組
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

外
部
の
専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
学
校
が
組
織
的

に
対
応
す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

い
じ
め
・
不
登
校
総
合
対
策
事
業
の
実
施

〈
施
策
８
〉
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

◇�　

児
童
生
徒
の
非
行
行
為
の
未
然
防
止
や
健
全
育
成
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
適
正
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め

に
、
学
校
と
警
察
が
情
報
共
有
や
啓
発
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、
家
庭
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
な
ど
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
を
育
成
す
る
取
組
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

児
童
生
徒
の
薬
物
乱
用
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に

向
け
た
規
範
意
識
を
育
成
す
る
た
め
に
、
体
育
科
・
保
健

体
育
科
及
び
特
別
活
動
等
を
関
連
づ
け
、
学
校
教
育
全
体

を
通
し
た
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
地

域
・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

保
護
者
と
学
ぶ
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
育
成
事
業
の
実

施
２�　

薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充
実

３�　

飲
酒
運
転
防
止
教
育
の
充
実

〈
施
策
９
〉
幼
児
教
育
の
充
実　
　
　
　
　
　

 　
　
　

◇�　

生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
幼
児
教

育
の
振
興
や
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
や
情
報
提
供
の
推
進

２�　

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
と
小
学
校
と
の
連
携
強
化

〈
施
策
10
〉
読
書
活
動
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇�　

「
福
岡
県
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
主

的
な
読
書
活
動
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
推
進
し
、
読

書
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

◇�　

公
立
図
書
館
及
び
学
校
図
書
館
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

や
公
立
図
書
館
に
よ
る
学
校
支
援
を
推
進
し
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

学
校
図
書
館
の
利
活
用
に
よ
る
学
校
全
体
で
の
日
常
的

な
読
書
活
動
の
推
進
及
び
読
書
指
導
の
充
実

２�　

市
町
村
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
の
改
訂
に
向
け
た
支
援

３�　

読
書
活
動
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
及
び
活
用
促
進

４�　

図
書
館
間
の
連
携
・
協
力
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

５�　

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業
の
実
施

〈
施
策
11
〉
学
校
、家
庭
、地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
の
整
備　

◇�　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
及
び
「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
や
地
域

学
校
協
働
本
部
の
導
入
・
実
践
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支

援
し
ま
す
。

◇�　

学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
た
地
域
学
校
協
働
活
動

の
取
組
を
推
進
し
、
地
域
人
材
の
協
力
を
得
て
、
放
課
後

等
の
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
と
責
任
を
負
い
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

◇�　

県
民
一
人
一
人
が
教
育
の
重
要
性
を
考
え
、
子
ど
も
を

育
む
当
事
者
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、「
ふ
く
お

か
教
育
月
間
」
関
連
事
業
を
実
施
し
、
県
内
全
域
で
機
運

の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

２�　

優
れ
た
知
識
・
技
能
を
有
す
る
社
会
人
の
積
極
的
な
活

用
促
進

〈
施
策
12
〉
家
庭
教
育
支
援
の
充
実　
　
　
　
　
　
　

◇�　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
成
す
る
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

◇�　

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
よ
り
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

◇�　

学
校
、
家
庭
、
地
域
と
連
携
・
協
働
し
た
家
庭
で
の
生

活
習
慣
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
支
援
に
関

わ
る
人
材
育
成
な
ど
の
取
組
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

市
町
村
に
対
し
て
、
家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
情
報
や

研
修
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
保
護
者
が
安
心
し
て
子

育
て
や
家
庭
教
育
を
行
う
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「〝
新
〟
家
庭
教

育
宣
言
」
へ
の
支
援

２　

ふ
く
お
か
社
会
教
育
応
援
隊
事
業
の
実
施

〈
施
策
13
〉
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応　
　
　
　

 

◇�　

生
徒
の
多
様
な
興
味
・
関
心
、
能
力
・
適
性
、
進
路
希

望
な
ど
に
応
じ
た
教
育
を
展
開
す
る
た
め
の
積
極
的
な
改

革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
入
学
者
選
抜
制
度
の
改
善
・

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

県
立
高
等
学
校
等
が
各
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
の
核

と
し
て
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
科
・
コ
ー
ス
の
構
成

等
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

◇�　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
日
本
語
指
導
に
つ
い
て
専
門
性
の
高
い
教
員
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
の
受
入

体
制
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

２�　

専
門
学
科
及
び
特
色
あ
る
学
科
・
コ
ー
ス
の
充
実

３�　

入
学
者
選
抜
制
度
及
び
転
編
入
学
制
度
の
改
善

４�　

帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
日
本
語
指
導
体
制
整

備
事
業
の
実
施

11



〈
施
策
14
〉
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
推
進　

 
◇�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
学

習
・
指
導
方
法
の
改
善
や
効
率
化
を
行
い
、
教
員
の
指
導

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
小
・
中
・
高
等

学
校
を
通
し
た
系
統
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
柱
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用

能
力
の
育
成
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
実
施
の
支

援
と
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

電
子
黒
板
活
用
実
証
研
究
事
業
の
実
施

２�　

情
報
活
用
能
力
向
上
事
業
の
実
施

３�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
の
実
施

４�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
改
善
に
係
る
調
査

研
究
事
業
の
実
施

〈
施
策
15
〉
児
童
生
徒
の
安
全
確
保　
　
　
　
　
　
　

◇�　

児
童
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、

教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
及
び
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

◇�　

学
校
安
全
に
つ
い
て
先
進
的
な
指
導
方
法
や
教
育
手
法

を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒

の
安
全
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

学
校
安
全
総
合
支
援
事
業
（
生
活
安
全
・
交
通
安
全
・

災
害
安
全
）
の
実
施

〈
施
策
16
〉
学
校
施
設
の
整
備
・
充
実　
　
　
　
　
　
　

◇�　

学
校
施
設
の
安
全
性
及
び
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

情
報
漏
洩
や
不
正
ア
ク
セ
ス
等
の
防
止
を
図
る
た
め
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１　

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

２　

学
習
環
境
の
整
備

３　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

〈
施
策
17
〉
教
育
機
会
の
確
保　
　
　
　
　
　
　
　

◇�　

生
徒
の
学
ぶ
意
欲
に
応
え
る
奨
学
金
事
業
を
円
滑
に
実

施
し
ま
す
。

◇�　

全
て
の
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
事
業
や
返
還
の
必
要
が
な
い
高

校
生
等
奨
学
給
付
金
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

◇�　

貧
困
を
は
じ
め
と
す
る
厳
し
い
環
境
の
中
で
過
ご
し
て

い
る
子
ど
も
に
対
し
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
た
支
援

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

県
立
学
校
で
の
長
期
入
院
生
徒
の
学
習
機
会
の
確
保
の

た
め
、
在
籍
校
、
病
院
、
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
が
連

携
を
図
り
、学
習
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１　

高
等
学
校
奨
学
金
事
業
の
実
施

２　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
事
業
の
実
施

３　

高
校
生
等
奨
学
給
付
金
事
業
の
実
施

４�　
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
改
善
事
業
の
実
施

５�　

長
期
入
院
生
徒
学
習
支
援
実
証
研
究
事
業
の
実
施

〈
施
策
18
〉
教
員
の
指
導
力
・
学
校
の
組
織
力
の
向
上　

◇�　

正
規
教
員
の
割
合
が
低
い
状
況
を
改
善
し
、
優
秀
な
教

員
を
確
保
す
る
た
め
、
採
用
試
験
の
工
夫
改
善
を
行
う
と

と
も
に
、
教
員
の
適
切
な
評
価
に
よ
り
、
人
材
育
成
・
能

力
開
発
や
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
図
り
ま
す
。

◇�　

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
を
明
確
に
し
た
教
職
員
育
成
指
標
に
基
づ
き
、
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
校
内
研
修
・
自
主
研
修
の
推
進
、

大
学
や
教
職
大
学
院
等
と
連
携
し
た
研
修
等
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

◇�　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や

教
員
と
し
て
の
使
命
感
や
社
会
性
、
専
門
的
な
知
識
・
技

能
を
高
め
る
た
め
の
研
修
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
、
教
員
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
個
別
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
や
支
援
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

◇�　

教
職
員
が
担
う
べ
き
業
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
勤
務

時
間
管
理
の
適
正
化
や
学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
改
善
、

校
務
を
情
報
化
す
る
こ
と
に
よ
る
効
率
化
等
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
を
進
め
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

教
員
採
用
試
験
の
改
善
・
充
実
及
び
大
学
等
と
の
連
携

２�　

教
員
の
資
質
の
向
上

３�　

若
年
教
員
の
育
成
体
制
の
構
築

４�　

社
会
体
験
研
修
等
の
長
期
派
遣
研
修
の
充
実

５�　

教
員
評
価
の
充
実

６�　

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実

７�　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

〈
施
策
19
〉
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
教
育
の
充
実　
　

◇�　

個
に
応
じ
た
指
導
の
た
め
の
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の

工
夫
改
善
、
校
内
で
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

◇�　

「
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た
、
学
力
・

体
力
等
の
能
力
伸
長
の
基
礎
と
な
る
資
質
・
態
度
を
育
成

す
る
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
科
学
技
術
の
発
展
、
少
子
高

齢
化
及
び
情
報
化
な
ど
が
急
激
に
進
む
中
で
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
支
え
る
意
志
と
実
践
力
を
も
っ
た
児
童
生
徒
を

育
て
る
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導
の
推
進

２�　

小
・
中
学
校
の
連
携
強
化
に
よ
る
一
貫
性
の
あ
る
教
育

の
推
進

３�　

高
校
生
知
の
創
造
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
実
施

４�　
次
世
代
の
科
学
技
術
を
担
う
人
材
育
成
事
業
の
実
施

５�　

専
門
高
校
生
実
践
力
向
上
事
業
の
実
施

６�　

今
日
的
な
課
題
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

７�　
「
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」
総
合
推
進
事
業
の
実
施

〈
施
策
20
〉
特
別
支
援
教
育
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

◇�　

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指

し
、
就
学
前
か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で
を
見
通
し
た
、
一
貫

し
た
継
続
性
の
あ
る
指
導
・
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
安
全
・
安
心
か
つ
効
果
的
に

学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指

導
・
支
援
を
行
う
た
め
、
教
職
員
の
専
門
性
向
上
と
組
織

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。　

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

特
別
支
援
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備

２�　
特
別
支
援
学
校
医
療
的
ケ
ア
体
制
整
備
事
業
の
実
施

３�　

発
達
障
が
い
児
等
教
育
継
続
支
援
事
業
の
実
施

４　

高
等
学
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

５　

高
等
学
校
等
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業
の
実
施

６　

高
等
学
校
等
通
級
指
導
推
進
事
業
の
実
施

７　

特
別
支
援
学
校
専
門
ス
タ
ッ
フ
強
化
事
業
の
実
施

〈
施
策
21
〉
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
推
進　
　

◇�　

様
々
な
教
育
活
動
を
通
じ
、
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を

身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
社
会
的
・
職
業
的
自
立
が

で
き
る
よ
う
、
地
元
の
企
業
・
経
済
団
体
と
連
携
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

企
業
が
求
め
る
実
践
的
な
人
材
育
成
、
継
続
的
な
育
成

環
境
を
整
え
る
た
め
、
地
域
の
企
業
や
市
町
村
等
と
連
携

し
、
地
域
産
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
教
育
内
容
の

取
入
れ
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

地
域
の
企
業
・
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
の
推
進

２�　

特
別
支
援
学
校
等
就
職
支
援
事
業
の
実
施

12



３　

未
来
を
切
り
拓
く
人
材
育
成
事
業
の
実
施

４　

県
立
工
業
高
校
産
業
人
材
育
成
事
業
の
実
施

５　

新
規
高
卒
者
の
就
職
支
援
の
充
実

６　

高
校
生
み
ら
い
支
援
事
業
の
実
施

７　

特
別
支
援
学
校
技
能
検
定
事
業
の
実
施

８�　

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

の
実
施

〈
施
策
22
〉
国
際
的
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成　
　
　

◇�　

英
語
教
員
の
英
語
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、「
聞

く
・
読
む
・
話
す
・
書
く
」
の
４
つ
の
技
能
を
総
合
的
に

育
成
す
る
授
業
改
善
を
進
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

児
童
生
徒
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
意
欲
や

英
語
力
を
高
め
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

英
語
教
育
に
お
け
る
市
町
村
の
体
制
整
備
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１　

世
界
に
挑
む
人
材
育
成
事
業
の
実
施

２　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育
の
推
進

〈
施
策
23
〉
社
会
教
育
活
動
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

◇�　

高
度
化
、
多
様
化
す
る
県
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
よ
り
よ
い
学
習
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

◇�　

県
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
課
題
に
対
応
し
た
学
習

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
習
成
果
を
活
用
す
る
機

会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

県
民
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
主
体
的
な
学
習

活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
、
団
体
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

子
ど
も
会
な
ど
）
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
・
協
力
の
推

進
２�　
社
会
教
育
関
係
団
体
等
に
対
す
る
育
成
支
援
・
補
助

３　

社
会
教
育
関
係
職
員
の
資
質
向
上

４　

ふ
く
お
か
社
会
教
育
応
援
隊
事
業
の
実
施

５�　

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
の
学
習
情
報
の
提

供
及
び
学
習
相
談
の
充
実

６�　

現
代
的
な
課
題
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

〈
施
策
24
〉
社
会
教
育
施
設
の
充
実　
　
　
　
　
　
　

◇�　

社
会
教
育
を
振
興
す
る
県
立
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充

実
と
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
社
会
教
育
関
係
職
員
の
専
門
性
を
高
め
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１　

県
立
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充
実

２　

県
立
社
会
教
育
施
設
の
利
用
促
進

３　

社
会
教
育
施
設
職
員
の
資
質
向
上

〈
施
策
25
〉
県
民
文
化
芸
術
活
動
の
振
興　
　
　
　
　

◇�　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
育
み
、
多
様
な

個
性
と
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
文
化
芸
術
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

県
立
美
術
館
の
機
能
充
実
に
努
め
、
県
民
の
鑑
賞
・
創

作
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

◇�　

令
和
２
年
２
月
に
策
定
し
た
「
福
岡
県
文
化
部
活
動
の

在
り
方
に
関
す
る
指
針
」
に
則
っ
た
適
正
な
運
営
に
よ
り

文
化
部
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

子
ど
も
文
化
事
業
の
実
施

２�　

中
学
校
文
化
連
盟
、
高
等
学
校
芸
術
・
文
化
連
盟
へ
の

支
援

３�　

県
立
美
術
館
の
機
能
の
充
実

〈
施
策
26
〉
文
化
財
の
保
存
・
活
用
及
び
継
承　
　
　

◇�　

歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
を
永
く
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
基
本
指
針
を
踏
ま

え
、
保
護
活
動
の
充
実
を
図
り
、
情
報
提
供
や
文
化
財
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◇�　

地
域
の
文
化
や
特
色
を
伝
承
す
る
民
俗
芸
能
及
び
伝
統

工
芸
技
術
を
確
実
に
保
存
し
、
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら

後
世
へ
の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
本
県
の
歴
史
を
知
る

上
で
重
要
な
遺
跡
等
の
保
存
・
整
備
・
活
用
を
進
め
ま
す
。

◇�　

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
と
日
本
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な

ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
こ
れ
ら
を
大
切
に
思
う
心
を

育
成
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

九
州
歴
史
資
料
館
の
利
用
促
進
、
調
査
・
研
究
の
充
実

２　

旧
福
岡
県
公
会
堂
貴
賓
館
の
利
用
促
進

３　

福
岡
国
際
交
流
史
発
信
事
業
の
実
施

４　

福
岡
歴
史
文
化
発
信
・
体
感
事
業
の
実
施

〈
施
策
27
〉
県
民
に
希
望
や
元
気
を
与
え
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進　

◇�　

県
民
に
夢
や
感
動
を
与
え
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育

成
し
、
本
県
の
競
技
力
向
上
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
、
一
貫
指
導
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
の
資
質
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
情
報

の
活
用
促
進
、「
誠
実
性
・
健
全
性
・
高
潔
性
」
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関
す
る
研
修
に

取
り
組
み
ま
す
。

◇�　

ジ
ュ
ニ
ア
や
大
学
・
社
会
人
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成
強
化
、
さ
ら
に
本
県
の
得
意
種
目
を
有
す
る
競
技
団
体

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
実
施

２　

県
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用
促
進

３�　
ふ
く
お
か
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
強
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築

〈
施
策
28
〉
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
の
推
進　
　
　
　

◇�　

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
学
力

と
進
路
の
保
障
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
に
関
す
る
知
識

や
意
欲
・
態
度
、
実
践
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
を

系
統
的
、
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

◇�　

個
別
的
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
、
法
律
や
「
福
岡
県
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」、「
福
岡
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
等
を
踏
ま
え
た
教
育
・
啓
発
の
推
進
と
と
も
に
、
性

的
少
数
者
等
に
対
す
る
適
切
な
理
解
促
進
と
必
要
な
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇�　

人
権
教
育
に
係
る
指
導
力
向
上
等
の
た
め
、「
教
職
員

の
人
権
意
識
、
人
権
教
育
に
関
す
る
調
査
」
結
果
等
を
踏

ま
え
、
研
修
の
改
善
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
の

あ
る
取
組
に
つ
い
て
の
実
践
的
研
究
を
進
め
ま
す
。

◇�　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
学

校
・
教
育
委
員
会
等
向
け
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
を
踏
ま

え
、
事
案
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
関
係
機
関
と

連
携
し
て
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

◇�　

県
民
の
人
権
尊
重
理
念
の
理
解
・
体
得
の
た
め
に
、
体

験
活
動
を
重
視
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
開
発
や
、

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

◇�　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の
担
当

者
研
修
会
や
指
導
者
の
育
成
を
計
画
的
、
効
果
的
に
行

い
、
市
町
村
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発
を
支
援
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
度　

主
な
取
組
・
事
業
）

１�　

個
別
の
人
権
課
題
に
関
す
る
指
導
方
法
等
調
査
研
究
事

業
の
実
施

２�　
人
権
教
育
を
基
盤
に
し
た
学
校
づ
く
り
研
究
事
業
の
実
施

３�　

人
権
教
育
実
践
交
流
会
・
人
権
教
育
指
導
者
養
成
連
続

講
座
の
実
施

４　

人
権
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施

５　

男
女
共
同
参
画
教
育
の
推
進

６　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
の
実
施

   

指　
　
　

標

こ
れ
ら
の
施
策
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
指
標
及
び
目

標
値
を
次
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま
す
。 
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Ⅰ　「学力、体力、豊かな心」を育成する
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

確かな学力の育成
全国学力・学習状況調査における標準化得点※の教科ごとの
平均値
※標準化得点＝（本県の正答数）／（全国の正答数）×100

小　国語　103.4 
　　算数　100.0 
中　国語　  98.6 
　　数学　  99.0
（令和元年度）

小　国語 　100以上 
　　算数 　100以上 
中　国語　98.9以上 
　　数学　98.6以上

（令和3年度）

課題の解決に向けた取組 授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいたと思う児童生徒の割合

小　75.7%（全国　77.7%） 
中　73.7%（全国　74.8%） 

（令和元年度）
全国平均以上 
（令和3年度）

家庭での学習習慣の定着 学校の授業時間以外に、平日の勉強時間が１時間未満の児童
生徒の割合

小　35.2%（全国　34.0%） 
中　34.7%（全国　30.0%） 

（令和元年度）
全国平均以下 
（令和3年度）

学力向上に関する 
検証改善サイクルの確立

教育課程の改善を図るための一連のＰＤＣＡサイクルを確立
している学校の割合

小　36.3%（全国　37.3%） 
中　33.5%（全国　33.9%） 

（令和元年度）
全国平均以上 
（令和3年度）

子どもの体力向上 全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点平
均値

小男子 54.41点（全国53.61点） 
　女子 55.96点（全国55.59点） 
中男子 43.20点（全国41.69点） 
　女子 50.52点（全国50.22点）

（令和元年度）

全区分 
全国平均以上 
（毎年度）

子どもの運動習慣の定着 学校の体育の授業以外で、週３日以上運動やスポーツをする
児童生徒の割合

50.2% 
（令和元年度）

65％ 
（令和5年度）

食に関する指導 朝食を食べる習慣が定着している児童の割合 93.3%（全国 95.3%）
（令和元年度）

全国平均以上
（令和3年度）

道徳教育の推進

各地域の道徳教育の中核となる小・中学校教員の養成研修修
了者数の累計

360人
（令和元年度）

380人
（令和2年度）

研修会の講師等として自校以外で活動した道徳教育地域指導
者の割合

83.2%
（令和元年度）

85％
（毎年度）

放課後等における体験活動
の実施 放課後等に子どもの体験活動を実施している市町村数 82％ 

（平成30年度）
100％ 

（毎年度）

不登校対策

児童生徒1,000人当たりの不登校児童生徒数
小   7.3人（全国   7.0人）
中 41.0人（全国 38.1人）
高 20.8人（全国 18.1人） 

（平成30年度）

全国平均以下 
（毎年度）

不登校から継続して登校できるようになった児童生徒の割合

小 32.5％（全国 26.7％）
中 33.1％（全国 26.4％）

高 59.4％（全国 38.0％） 
（平成30年度）

小・中学校 
全国平均以上 
（毎年度）
高等学校 

50％ 
（毎年度）

いじめの解消率 いじめの認知件数のうち解消した件数の割合
小 87.5％（全国 84.7％）
中 87.1％（全国 82.8％）
高 72.8％（全国 84.8％） 

（平成30年度）

全国平均以上 
（毎年度）

家庭・地域と連係した 
規範意識育成

「児童生徒と保護者が共に学ぶ学習会」に参加した保護者の
割合

小　36.8％
中　  9.2％

（平成30年度）

小　40％
中　10％

（令和2年度）

小学校と幼稚園等の連携 幼稚園・保育所・認定こども園と合同で研修会を実施した小
学校の割合

64.0％
（平成30年度）

80％
（令和3年度）

学校、家庭、地域の
連携・協働体制の整備

保護者や地域の人が学校の美化、登下校の見守り、学習・部
活動支援、放課後支援、学校行事の運営などの活動に参加し
ている学校の割合

小　61.7％（全国 64.6％） 
中　36.7％（全国 38.2％） 

（令和元年度）
全校平均以上 
（令和3年度）

コミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の一体的

推進
コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に取り
組んでいる小中学校の割合

20.8%
（令和元年度）

100%
（令和４年度）

県立学校における 
ＩＣＴ環境の整備

普通教室におけるＩＣＴ環境整備率
無線LAN 38.3％ 

（令和元年度）
100％ 

（令和2年度）

大型提示装置  38.6％ 
（令和元年度）

100％ 
（令和4年度）

県立中学校、中等教育学校（前期課程）及び特別支援学校 
（小・中学部）における一人一台端末の整備率

タブレット型 
パソコン

 16.8％ 
（令和元年度）

100％ 
（令和5年度）

交通安全教育の推進 交通安全教室（高等学校は二輪車安全教室を含む。）を実施し
ている学校の割合

小　　100％
中　　100％
高　　100％ 

（平成30年度）

小　100％
中　100％
高　100％ 
（毎年度）

防災教育の推進 地震に関する避難訓練の実施率
小　100％
中　100％
高　100％ 

（平成30年度）

小　100％
中　100％
高　100％ 
（毎年度）

スクールソーシャル 
ワーカーの配置 スクールソーシャルワーカー配置中学校区数の割合 98.5％

（令和元年度）
100％

（令和2年度）

教職員の超過勤務の縮減 県立学校における教職員の超過勤務時間数縮減の割合 
（平成30年度基準） - 20％

（令和2年度）
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Ⅱ　「社会にはばたく力」を育成する
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

科学技術系人材の育成
高校生科学技術コンテストの受験者数 769人

（令和元年度）
1,200人

（毎年度）

科学の甲子園ジュニア（中学生対象）の参加チーム数 181チーム
（令和元年度）

150チーム
（毎年度）

農業人材の育成

農業関係学科からの就職者のうち農業関連分野への 
就職率（県立高等学校）

32.7％
（平成30年度）

50.0％
（令和2年度）

農業関係学科からの上級学校進学者のうち農業関連学科への
進学率（県立高等学校）

30.0％
（平成30年度）

30.0％
（令和2年度）

特別支援教育体制の整備
公立の幼稚園、認定こども園、小・中・高等学校等において、
特別な支援が必要であると考えられる幼児児童生徒に対する
①個別の指導計画及び②個別の教育支援計画の作成の割合

①　99.1％ 
②　97.9％ 

（令和元年度）

①　100％ 
②　100％ 

（令和3年度）

キャリア体験活動の実施 県立高等学校における職業や進路研究等に関する体験活動へ
の参加率

89.3％ 
（平成30年度）

100%
（令和3年度）

就職意欲の向上 県立知的障がい特別支援学校高等部における就職希望率 44.3％
（平成30年度）

50.0％
（令和3年度）

Ⅲ　「郷土と日本、そして世界を知る力」を育成する
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

高校生の海外留学の啓発 留学説明会の参加者数 191人
（令和元年度）

200人
（令和3年度）

生徒の英語力

CEFR A1レベル相当以上（英検３級程度以上）の資格又は相当
する力を有する中学校生徒の割合

45.2％
（平成30年度）

50％
（令和3年度）

CEFR A2レベル相当以上（英検準２級程度以上）の資格又は相
当する力を有する県立高等学校生徒の割合

43.5％
（平成30年度）

50％
（令和3年度）

Ⅳ　生涯学習社会をつくる
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

社会教育に関する 
学習情報提供の充実 「ふくおか社会教育ネットワーク」へのアクセス件数 376,824件

（平成30年度）
300,000件
（毎年度）

県立社会教育施設の利用 県立社会教育施設の利用者数（社会教育総合センター、英彦山
青年の家、少年自然の家「玄海の家」）

211,109人
（平成30年度）

223,000人
（毎年度）

県立図書館の利用
県立図書館の図書貸出冊数 444,711冊

（平成30年度）
460,000冊
（毎年度）

県立図書館の図書貸出利用者数 169,853人
（平成30年度）

171,000人
（毎年度）

青少年科学館の利用 青少年科学館の入館者数 352,115人
（平成30年度）

318,700人
（毎年度）

Ⅴ　県民の文化活動を盛んにする
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

県立美術館の利用 県立美術館入館者数 233,336人
（平成30年度）

160,000人
（毎年度）

九州歴史資料館の利用 九州歴史資料館入館者数 23,367人
（平成30年度）

35,000人
（令和3年度）

旧福岡県公会堂貴賓館の
利用 旧福岡県公会堂貴賓館入館者数 20,302人

（平成30年度）
23,000人

（毎年度）

Ⅵ　県民のスポーツ活動を盛んにする
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

競技スポーツの振興 国民体育大会における男女総合成績順位 11位
（令和元年度）

８位
（毎年度）

女性アスリートの育成 国民体育大会における女子総合成績順位 10位
（令和元年度）

８位
（毎年度）

Ⅶ　人権が尊重される心豊かな社会をつくる
指　　標 指　標　の　概　要 現　状　値 目　標　値

人権教育の推進 人権教育推進の中核となる指導者養成研修を修了した教員
の累計人数

439人
（令和元年度）

459人
（令和2年度）
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令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の
経
済
対
策
補
正
予

算
に
お
け
る
施
策
の
効
果
を
速
や
か
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
の
令
和
元
年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体
と
な
っ
た
１４

か
月
予
算
と
し
て
編
成
。
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
は
、
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
、
防
災
減
災
の
加

速
化
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
と
こ
ろ
で
「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
育
て
る
」
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
併
せ
て
、
福

岡
県
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１
７
に
沿
っ
て
、
財
政
の

健
全
化
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は

１
兆
８
５
１
７
億
２
４
０
０
万
円
で
す
。

県
教
育
委
員
会
所
管
の
予
算
額
は
２
５
６
９
億

８
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
福
岡
県
総
合
計
画
の
教
育
分

野
の
施
策
の
方
向
性
を
念
頭
に
、
福
岡
県
教
育
施
策
実

施
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
着
実
な
推
進
に
向
け
、
必
要

な
予
算
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

新
規
・
重
点
事
業
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇�　
「
学
力
、
体
力
、
豊
か
な
心
」
を
育
成
す
る
施
策
と

し
て
、「
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学
校

運
営
協
議
会
）
と
地
域
活
動
協
働
活
動
の
一
体
的
な

取
組
を
推
進
し
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
全
小
・
中

学
校
区
で
導
入
で
き
る
よ
う
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
１１
月
を
「
ふ
く
お
か
教
育
月
間
」
と
し
、

教
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
等
と
連
携
し
県
内
全
体
で
機
運
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。　

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業
」
で

は
、
複
雑
化
す
る
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
の
未
然
防

止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
図
る
た
め
、
全
て
の

公
立
小
・
中
学
校
及
び
県
立
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

「
帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
日
本
語
指
導

体
制
整
備
事
業
」
で
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図

る
専
門
研
修
の
実
施
及
び
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
が
多
数
在
籍
す
る
市
町
村
が
行
う
学
習
支

援
員
の
配
置
、
多
言
語
対
応
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
へ

の
補
助
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
日
本
語

指
導
に
関
す
る
専
門
性
の
高
い
教
員
の
育
成
及
び
支

援
体
制
整
備
に
係
る
実
践
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

「
県
立
学
校
施
設
整
備
事
業
」
で
は
、
施
設
の
長

寿
命
化
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
予
算
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
の
教
室
不
足
を
解
消

す
る
た
め
の
校
舎
増
築
、
新
設
三
校
の
設
置
に
向
け

た
設
計
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

〇�　
「
社
会
に
は
ば
た
く
力
」
を
育
成
す
る
施
策
と
し

て
、「
特
別
支
援
学
校
医
療
的
ケ
ア
体
制
整
備
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
で
は
、
幼
児
・
児

童
・
生
徒
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
の
た
め
に

看
護
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
、
外
部
機

関
と
の
連
絡
調
整
や
相
談
・
指
導
等
の
役
割
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
看
護
職
員
を
６
校
に
１
名
ず
つ
配
置
し
、

医
療
的
ケ
ア
の
高
度
化
・
複
雑
化
・
多
様
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
�　

併
せ
て
、
学
校
へ
の
非
常
用
発
電
機
の
配
備
を
進

�

財
務
課

特 集

令
和
２
年
度
福
岡
県
教
育
予
算
の
概
要
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め
、
児
童
・
生
徒
が
安
全
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

〇�　
「
郷
土
と
日
本
、
そ
し
て
世
界
を
知
る
力
」
を
育

成
す
る
施
策
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
英
語
教
育
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
小
学
校

5
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
英
語
に
よ
る
交
流
会
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
が
指
定
す
る
英
語
教
育
重

点
支
援
市
町
村
が
行
う
中
学
校
へ
の
英
語
学
習
支
援

員
の
配
置
や
学
習
ソ
フ
ト
の
導
入
に
対
し
補
助
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
小
学
校
に
お
け
る
英

語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
及
び
中
学
校
・
高
校
に

お
け
る
英
語
教
育
の
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
各

段
階
に
応
じ
た
教
員
の
英
語
力
・
指
導
力
の
向
上
及

び
児
童
・
生
徒
の
英
語
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
各
分
野
別
の
主
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
19

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総額
18,517億円
（100%）

県予算総額の内訳（令和2年度一般会計当初予算）

保健費
2,319

（12.5%）

生活労働費
1,691
（9.1%）

県土整備費
1,581
（8.5%）

警察費
1,290
（7.0%）

商工費
1,231
（6.7%）

教育費
3,232
（17.5%）その他

5,745
（31.0%）

環境費
33

（0.2%）

災害復旧費
183

（1.0%）

総務費
596

（3.2%）

農林水産業費
616

（3.3%）

教育委員会
所管教育費
2,570

（13.9%）

その他教育費
662
（3.6%）

（単位：億円）

議会費 30 （0.2）
公債費 2,265 （12.2）
諸支出金 3,447 （18.6）
予備費 2 （0.0）

そ
の
他
の
内
訳

※（　　）は総額に対する割合（%）を示す。
※表示単位未満四捨五入の関係で、積上げと合計は一致しない。
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■令和２年度教育委員会所管予算の内訳（当初予算）
（ 単位 ：千円 ）

令和２年度

ア

令和元年度

イ

増減額

ア－イ

増減率

（％）

構成比

（％）

教　育　費

教
育
行
政
費

教育総務費 39,184,066 38,620,276 563,790 1.5 15.2 

社会教育費 3,748,314 3,959,932 △ 211,618 △ 5.3 1.5 

保健体育費 2,321,939 2,879,123 △ 557,184 △ 19.4 0.9 

計 45,254,319 45,459,331 △ 205,012 △ 0.5 17.6 

小 学 校 費 80,641,322 79,655,597 985,725 1.2 31.4 

中 学 校 費 46,957,208 46,105,317 851,891 1.8 18.3 

高 等 学 校 費 63,379,342 63,145,988 233,354 0.4 24.6 

特 別 支 援 学 校 費 20,747,925 19,600,455 1,147,470 5.9 8.1 

災害復旧費 教育施設災害復旧費 104,677 △ 104,677 0.0

合　　　　　　計 256,980,116 254,071,365 2,908,751 1.1 100.0 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

R2R1H30H29H28H27H26H25

教育委員会所管教育予算の推移

※（　　）は総額に対する割合（%）を示す。
※H25～R1は最終予算額、R2は当初予算額。　

（億円）

3,438

(7.8)

(18.1)

(22.1)

(37.2)

(14.8)

(8.1)

(17.9)

(22.4)

(37.5)

(14.1)

(8.0)

(17.8)

(22.1)

(36.9)

(15.2)

(8.1)

(7.4)

(16.8)

(24.0)

(21.7)

(18.1)

(36.3)

(30.6)

(17.1) (19.9)

(7.9)

(25.3)

(18.1)

(31.0)

(17.7)

(7.8)

(24.9)

(18.1)

(31.3)

(17.9)

(8.1)

(24.6)

(18.3)

(31.4)

(17.6)

3,516 3,550 3,602

2,530 2,541 2,544 2,570

特別支援学校費

高等学校費

中学校費

小学校費

教育行政費

18



「令和２年度福岡県の教育施策」において、重点的に取り組む事業に関する予算概要� （千円）
柱 事業名 予算額 説　　　　　　　　　　明

Ⅰ �「学力、体力、豊か
な心」を育成する

ふくおか学力アップ推進事業 251,008 ○�福岡県学力調査の実施に要する経費（対象：小学校5年生、中学校1・2年生）
○�学力強化が特に必要な市町村が実施する学力向上プランの推進に対する助成等
○�学力強化が特に必要な市町村への非常勤講師の派遣に要する経費
○活用力育成教材集の作成及び診断テストの実施等に要する経費

48,798 
6,499 

188,341 
7,370 

学力向上推進拠点校指定事業 11,786 ○�推進拠点校における学力向上のための授業・組織運営・人材育成の一体的改善に要する経費
「主体的・対話的で深い学び」 
推進事業

5,383 ○小・中学校の教員を対象とした授業実践研修に要する経費
○�県立高校におけるディベート等を導入した主体的・協働的な授業法の研究開発に要する経費

3,664 
1,719 

地域学校協働活動事業 153,374 ○市町村が行う放課後活動、学校支援に対する助成等
コミュニティ・スクール 
導入促進事業

3,689 ○�市町村のコミュニティ･スクール導入に向けた研修会に要する経費
【新】�市町村がコミュニティ･スクール導入を準備するためのディレクター配置に対する助成

976 
2,713 

福岡県体力向上総合推進事業 154,399 ○市町村が行う部活動指導員の配置に対する助成
○県立学校における部活動指導員の配置等に要する経費
○「スポコン広場」地区大会等の開催に要する経費
○県立学校へのオリンピアン･パラリンピアン派遣に要する経費
○�オリンピック･パラリンピック教育の効果的手法に関する調査研究に要する経費
○タグラグビーの普及に要する経費

50,490 
95,334 
1,488 
1,097 
5,937 
53 

児童生徒を取り巻く生活環境 
改善事業

84,067 ○�市町村の全中学校区へのスクールソーシャルワーカー配置に対する助成
○�小・中・高等学校における不登校等生徒指導上の諸課題に対応する専門スタッフの配置に要する経費

42,911 
41,156 

スクールカウンセラー等 
活用事業

462,187 【新】�全小学校（指定都市を除く）へのスクールカウンセラー配置に要する経費
○�全中学校（指定都市を除く）へのスクールカウンセラー配置に要する経費
○�全県立学校（高等学校・特別支援学校）へのスクールカウンセラー配置に要する経費
○県立高校の各学区への訪問相談員等配置に要する経費

105,001 
249,141 
87,906 
20,139 

「子どもホットライン24」
相談事業

45,523 ○24時間対応教育相談の実施等に要する経費
○教育相談体制の構築に要する経費

44,935 
588 

保護者と学ぶ児童生徒の 
規範意識育成事業

7,769 ○�児童生徒及び保護者が参加する規範意識育成学習会への講師派遣に要する経費

地域と一体となった学校づくり
事業

168,291 ○市町村のコミュニティ･スクール導入に向けた研修会に要する経費※再掲
【新】�市町村がコミュニティ･スクール導入を準備するためのディレクター配置に対する助成※再掲
○市町村が行う放課後活動、学校支援に対する助成等※再掲
【新】ふくおか教育月間（11月）の推進に要する経費

976 
2,713

153,374 
11,228 

ふくおか社会教育応援隊事業　　　　　　　　　　　　　　
※後掲

― ○�市町村教育委員会等が実施する社会教育関連事業に対し、職員（社会教育主事等）が効果的・効
率的運営を支援

【新規】帰国・外国人児童生徒等
への日本語指導体制整備事業

8,744 ○日本語指導を行う教員の指導力向上に要する経費
○�モデル市町村が行う日本語指導が必要な児童生徒への支援の実践研究に対する助成

620 
8,124 

ＩＣＴを活用した教育推進事業 408,680 ○�県立学校における児童生徒の情報活用能力向上に向けたタブレット型パソコン等のICT機器整備
に要する経費
○�プログラミング教育に対応するための教員指導力向上に要する経費

362,253
 

46,427 
学校安全総合支援事業 4,347 ○地域全体での学校安全推進体制の構築に要する経費
教職員の働き方改革推進事業 275,177 ○�県立学校におけるICカードによる勤務時間管理システムの運用に要する経費

○県立学校における情報共有システム運用に要する経費
○�県立学校における生徒の基本情報等管理システム運用に要する経費
○市町村が行う部活動指導員の配置に対する助成※再掲
○県立学校における部活動指導員の配置に要する経費※再掲

11,332 
5,921 

113,420 
50,490 
94,014 

Ⅱ �「社会にはばたく
力」を育成する

「鍛ほめ福岡メソッド」総合推進事業 8,033 ○�小・中学校における学力向上のための「鍛ほめ福岡メソッド」の研究に要する経費
特別支援学校医療的ケア 
体制整備事業

176,218 ○医療的ケアを必要とする児童生徒のための環境整備に要する経費
【新】リーダー看護職員の配置に要する経費
【新】医療的ケアガイトラインの策定に要する経費
【新】非常用発電機の配備に要する経費

144,335 
29,983 
247 

1,653 
未来を切り拓く人材育成事業 30,775 ○生徒が主体となって計画立案した体験活動等の実施に要する経費

　・高等学校　　26,323　・特別支援学校　4,452
県立工業高校産業人材育成事業 57,229 ○�産学官連携を行い、高度で実践的なものづくり技能を持つ人材育成に要する経費
高校生みらい支援事業 30,090 ○�生活困窮世帯等の生徒に対する進学・就職支援を行うコーディネーターの配置に要する経費
地域との協働による高等学校教
育改革推進事業

10,500 ○�地域社会と連携・協働して人材育成を図るための特色ある教育課程の研究開発に要する経費

高校生キャリア教育推進事業 1,461 ○�地域企業と連携したインターンシップ（就業体験）実施等に要する経費
特別支援学校技能検定事業 2,838 ○特別支援学校における技能検定の実施等に要する経費
特別支援学校等就職支援事業 2,069 ○�企業等の関係機関から就職に係る支援や助言を受けるためのネットワーク協議会等に要する経費

Ⅲ �「郷土と日本、 
そして世界を知る
力」を育成する

グローバル化に対応した 
英語教育推進事業

495,473 ○小学校における英語教育の早期化・教科化への対応に要する経費
　・教員の英語力・指導力向上研修に要する経費
　・�【新】児童の英語を用いたコミュニケーションへの意欲向上に向けた交流会
○中学校における英語教育の高度化への対応に要する経費
　・英検ＩＢＡテスト（対象：中学校3年生）、スピーチコンテスト
　・教員の英語力・指導力向上研修に要する経費
　・【新】重点市町村が行う英語学習支援員配置等に対する助成
○高等学校における英語教育の高度化への対応に要する経費
　・４技能型英語力の総合的な育成（英検等受検費用助成）
　・ネイティブ英語教員による英語授業等の実施に要する経費
　・英語指導助手（ALT）の配置に要する経費
　・�英語活動指導員による英語を使った理数科目の授業等の実施に要する経費
　・高校生の留学経費に対する助成
　・教員の英語力・指導力向上研修に要する経費

6,682 
5,130 

14,359 
1,412 
21,568 

12,407 
10,420 
392,329 
24,587 
5,538 
1,041 

Ⅳ �生涯学習社会をつく
る

ふくおか社会教育応援隊事業 ― ○�市町村教育委員会等が実施する社会教育関連事業に対し、職員（社会教育主事等）が効果的・効
率的運営を支援

Ⅴ �県民の文化活動を盛
んにする

福岡歴史文化発信・体感事業 24,705 ○九州歴史資料館における体験型学習環境の整備等に要する経費

Ⅵ �県民のスポーツ活動
を盛んにする

ふくおかアスリート育成強化 
システム構築事業

127,249 ○将来有望な小・中学生の選手発掘・育成に対する助成
○国体成年種別の「ふるさと選手」の県内強化活動に対する助成
○本県重点種目に指定する競技団体の遠征・合宿に対する助成
○�2020年オリンピック東京大会をはじめとした大規模大会に向けた女性アスリートの育成等に要
する経費
○�2020年オリンピック東京大会をはじめとした大規模大会に向けたジュニアアスリートの育成等
に要する経費

36,388 
11,186 
16,400 
2,497

 
60,778 

Ⅶ �人権が尊重される心
豊かな社会をつくる

個別の人権課題に関する指導方
法等調査研究事業

2,134 ○個別の人権課題に関する指導方法等の研究に要する経費

※　教育予算に関する情報については、県ホームページ「令和２年度当初予算の編成概要」に掲載しています。
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体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

学
校
で
取
り
扱
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
は
じ
め
に

「
想
像
以
上
に
子
供
が
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
が
み

ら
れ
て
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
！
」

「
是
非
、
他
の
テ
ー
マ
に
も
広
げ
、
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
！
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、「
オ

リ
・
パ
ラ
」
と
い
う
。）
教
育
を
実
践
さ
れ
た
先
生
方

の
声
の
一
部
で
す
。

「
今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
な
か
っ
た
け
ど
、
好

き
に
な
り
ま
し
た
！
も
っ
と
や
り
た
い
で
す
！
」

「
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
お
年
寄
り
の

方
ま
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
な

と
思
い
ま
し
た
！
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
早
く
見
た
い
で

す
！
」

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
を
受
け
た
子
供
た
ち
の
声
の
一
部

で
す
。

福
岡
県
で
は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
庁
及
び

筑
波
大
学
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
オ
リ
・
パ
ラ
教

育
に
係
る
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
オ

リ
・
パ
ラ
教
育
と
は
、
今
現
在
行
っ
て
い
る
学
校
教
育

活
動
の
中
に
オ
リ
・
パ
ラ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
素
材
を

活
用
し
て
、
教
育
効
果
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
通
し
て
、
オ
リ
・
パ
ラ
と
い

う
素
材
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回

は
、
県
内
の
多
く
の
学
校
が
「
オ
リ
・
パ
ラ
を
取
り

扱
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
各
推
進
校
で
行
わ
れ
た
実
践
事
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○　

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
の
内
容

　

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
は
次
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と

に
、
体
育
科
（
保
健
体
育
科
）、
総
合
的
な
学
習
（
探

究
）
の
時
間
、
道
徳
科
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
科
等
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

⃝�

オ
リ
・
パ
ラ
の
教
育
的
価
値
（
努
力
の
喜
び
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
、
他
者
へ
の
尊
敬
、
公
平
、
勇
気

等
）
に
つ
い
て
の
学
び

　

⃝��

お
も
て
な
し
精
神
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
育
成

す
る
学
び

　

⃝��

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
理
解

し
、
関
心
を
高
め
る
学
び

　

⃝�

日
本
文
化
や
地
域
・
郷
土
の
文
化
へ
の
関
心
を
高

め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
異
文
化
・
国
際
理
解
に

関
す
る
学
び

　

⃝�

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
心
を
育
成
す
る
学
び

○　

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
の
具
体
的
実
践
事
例

⑴
情
報
発
信
の
実
践
例

学
校
の
一
角
に
オ
リ
・
パ
ラ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
関

連
の
情
報
を
発
信
し
た
り
、
図
書
館
の
オ
リ
・
パ
ラ
関

連
書
籍
を
紹
介
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
オ
リ
・
パ
ラ
や
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
朝
の
活
動
や
全

校
集
会
等
の
中
で
担
任
の
先

生
や
校
長
先
生
が
オ
リ
・
パ

ラ
等
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
話

題
を
提
供
す
る
実
践
も
あ
り

ま
し
た
。

 

⑵
体
育
科
（
保
健
体
育
科
）
に
お
け
る
実
践
例

体
育
科
の
学
習
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
素
材
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
器
械
運
動
「
跳
び
箱
運
動
」
の
単
元
を

「
○
○
小
跳
び
箱
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
設
定
し
ま
し

た
。
単
元
の
導
入
で
は
、
跳
び
箱
運
動
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
競
技
や

日
本
代
表
選
手
の
話
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

単
元
の
終
末
段
階
に
は
「
○
○
小
跳
び
箱
オ
リ
ン
ピ
ッ

特 集
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ク
競
技
大
会
」
を
位
置
付
け
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
雰
囲

気
を
味
わ
え
る
よ
う
に
、
入
場
行
進
や
開
会
式
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
の
競
技
大
会
で
は
、
決
め

ら
れ
た
観
点
で
採
点
し
た
り
、
友
達
の
演
技
に
対
し
て

応
援
や
拍
手
を
送
っ
た
り
す
る
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

さ
な
が
ら
の
真
剣
な
雰
囲
気
の
中
で
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
・
み
る
・
支
え
る
・
知
る
」
楽
し
さ
を
味
わ
う
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
器
械
運
動
の
学
習
で
は
、
で
き
た
技
の
数

だ
け
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
り
、
五
色
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド

を
集
め
た
り
、「
リ
オ
コ
ー
ス
」
と
い
っ
た
ネ
ー
ミ
ン

グ
の
工
夫
を
し
た
り
す
る
実
践
も
あ
り
ま
し
た
。
体
育

科
（
保
健
体
育
科
）
の
運
動
領
域
（
体
育
分
野
・
科
目

体
育
）
と
特
別
活
動
の
体
育
的
行
事
「
球
技
大
会
」
と

を
関
連
付
け
「
〇
〇
中
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
と
し
、

メ
ダ
ル
獲
得
数
を
ク
ラ
ス
で
競
い
合
っ
た
り
す
る
実
践

も
あ
り
ま
し
た
。

  ⑶
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間
に
お
け
る
実
践
例

「
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）

の
時
間
に
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
学
習
の
中
で
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
き
、
自
身
の
経

験
を
も
と
に
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
や
あ
き
ら
め
な
い

心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
実
技
、

交
流
体
験
な
ど
も
位
置
付
け
ま
し
た
。
学
習
後
、
子
供

の
感
想
か
ら
「
障
が
い
が
有
る
・
無
し
に
関
わ
ら
ず
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
心
は
同

じ
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
」「
障
が
い
を
ハ

ン
デ
と
捉
え
ず
前
向
き
に

生
き
て
い
る
選
手
の
考
え

方
を
自
分
の
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、

共
生
社
会
へ
の
理
解
を
深

め
た
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
北
九
州
市
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
国
際
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
観
戦

と
関
連
付
け
た
実
践
や
、

ボ
ッ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ

ソ
ン
、
車
い
す
テ
ニ
ス
な

ど
、
様
々
な
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
実
践

も
あ
り
ま
し
た
。

  ⑷
道
徳
科
に
お
け
る
実
践

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
高
橋
尚
子
氏
の
資
料
を
活
用
し
て
道
徳
科
の
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
希
望
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
や
、

希
望
を
持
つ
が
故
に
直
面
す
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
人

間
の
強
さ
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た

こ
と
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
内

容
項
目
「
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
」
に
つ
い

て
、
道
徳
的
心
情
や
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

他
の
内
容
項
目
「
親

切
、
思
い
や
り
」、「
感

謝
」、「
公
平
」
に
関
す
る

実
践
や
、
国
際
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
公
認
教
材

「I’m
POSSIBLE

」（
全
学

校
に
配
布
済
み
）
を
活
用

し
た
実
践
も
あ
り
ま
し
た
。

⑸
様
々
な
教
科
等
に
お
け
る
実
践

理
科
で
金
メ
ダ
ル
や
銀
メ
ダ
ル
の
つ
く
り
方
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
学
習
後
、「
東
京
大
会
が
楽
し
み

に
な
っ
た
。
競
技
に
も
メ
ダ
ル
に
も
注
目
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
子
供
の
感
想
か
ら
、
興
味
・
関
心
の
高
ま

り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
特
別
活
動
「
持
久
走
大
会
」、
音
楽
科
「
国

歌
」「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」、
図
画
工
作
科
（
美
術
科
）

「
国
旗
」
な
ど
、
オ
リ
・
パ
ラ
と
関
連
付
け
た
実
践
が
あ

り
ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

来
年
7
月
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。

実
践
事
例
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
オ
リ
・
パ
ラ

教
育
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
オ
リ
・
パ
ラ
の
素

材
を
付
加
し
て
ア
レ
ン
ジ
す
る
感
覚
で
実
践
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
是
非
、
こ
の
大
会
を
好
機
と
捉
え
、
オ

リ
・
パ
ラ
教
育
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！
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福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
専
門
研
修

１　

は
じ
め
に

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
専
門
研
修
事
業
で
は
、
教
職

員
が
福
岡
県
教
職
員
育
成
指
標
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地

域
や
学
校
の
課
題
、
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
研
修

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
」、

「
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」、「
福
岡
教
師
塾
」
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
も
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
」、「
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
を
紹
介
し
ま
す
。（
本
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
全
て
の

専
門
研
修
を
中
止
し
て
い
ま
す
。）

２　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

⑴
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
に
つ
い
て

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
教
育
実
践
上
の
課
題

解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
職
務
遂
行
に
必
要

な
専
門
的
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
研
修
で
す
。
本
年

度
は
、
講
座
編
成
を
見
直
し
、
各
講
座
で
対
象
と
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
」、「
高
め
た
い
資
質
・
能
力
」
を

焦
点
化
し
、
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
講
座
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
全
81
講
座
を
開
設

し
ま
す
。

⑵
令
和
２
年
度
の
研
修
区
分
と
講
座
紹
介

【
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
基
づ
く
研
修
区
分
】

福
岡
県
教
職
員
育
成
指
標
に
基
づ
き
、
先
生
方
が
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
講
座
を
選
択
し
受

講
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
区
分
を
★
１
～
★
５
と
し
て

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

★
１
…
…�

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
身
に
付
け
る
講

座
内
容

★
２
…
…�

中
堅
教
員
と
し
て
各
分
野
の
専
門
性
を
高
め

る
講
座
内
容

★
３
…
…�

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
組
織
運
営
を
活
性

化
さ
せ
た
り
、
同
僚
に
指
導
・
助
言
し
た
り

す
る
力
を
高
め
る
講
座
内
容

★
４
…
…�

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
高
度
な
実
践
を
展
開

し
た
り
、
同
僚
に
指
導
・
助
言
し
た
り
す
る

力
を
高
め
る
講
座
内
容

★
５
…
…�

広
い
視
野
で
組
織
的
な
校
務
運
営
を
行
う
力

を
高
め
る
講
座
内
容

【
高
め
た
い
資
質
・
能
力
に
基
づ
く
研
修
区
分
】

福
岡
県
教
職
員
育
成
指
標
に
基
づ
き
、
先
生
方
が
高

め
た
い
資
質
・
能
力
に
応
じ
て
講
座
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
、「
学
習
指
導
と
評
価
の
力
」、「
生
徒
指
導
と
集
団

づ
く
り
の
力
」、「
連
携
・
協
働
力
」、「
教
育
公
務
員
に

求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
能
力
」
の
４
つ
の
研
修
区
分
を

設
け
て
い
ま
す
。

〇
学
習
指
導
と
評
価
の
力

　

「
授
業
構
想
」「
授
業
展
開
」「
授
業
評
価
と
改
善
」

の
力
を
高
め
た
い
先
生
方
を
対
象
と
し
、
授
業
づ
く
り

に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

〇
生
徒
指
導
と
集
団
づ
く
り
の
力

　
「
児
童
生
徒
理
解
」「
指
導
・
支
援
」
の
力
を
高
め
た

い
先
生
方
を
対
象
と
し
、
幼
児
児
童
生
徒
の
理
解
や
支

援
の
方
法
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
個
に
応
じ
た
指

導
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

〇
連
携
・
協
働
力

　

「
学
校
組
織
の
理
解
と
参
画
」「
危
機
管
理
」「
保
護

22



者
、
地
域
等
と
の
連
携
」
の
力
を
高
め
た
い
先
生
方
を

対
象
と
し
、
組
織
運
営
や
教
科
経
営
、
危
機
管
理
、
保

護
者
、
地
域
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

〇
教
育
公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
能
力

　

「
事
務
処
理
」
の
力
を
高
め
た
い
先
生
方
を
対
象
と

し
、
主
に
学
級
・
学
年
・
学
校
事
務
の
処
理
に
つ
い
て

研
修
し
ま
す
。

そ
の
他
特
色
の
あ
る
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

〇
事
務
職
員
（
市
町
村
立
学
校
）
対
象
講
座

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
事
務
職
員
対
象
の
講
座
を
２

講
座
実
施
し
ま
す
。

〇
関
係
教
育
機
関
と
の
連
携
講
座

　

本
年
度
は
福
岡
教
育
大
学
（
３
講
座
）、
九
州
大
学

（
１
講
座
）、
福
岡
管
区
気
象
台
（
１
講
座
）、
福
岡
県
立

美
術
館
（
１
講
座
）
と
の
連
携
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

３　

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

⑴
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

各
分
野
に
関
す
る
専
門
的
な
力
量
、
ま
た
は
指
導
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
学
校
及
び
地
域
に
お
い
て
、

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る

研
修
で
す
。
全
６
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

⑵
各
講
座
の
ね
ら
い
と
講
座
内
容
紹
介

【
子
供
と
教
師
の
学
び
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
～
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
践
す
る
～
】

教
師
自
ら
が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現

し
、
周
り
に
働
き
か
け
、
周
り
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

子
供
の
姿
に
届
く
授
業
づ
く
り
、
授
業
改
善
を
日
常
化

す
る
な
ど
、
実
践
的
で
効
果
的
な
「
学
習
づ
く
り
」
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。「
こ
れ
か

ら
の
学
び
、
学
び
方
」
に
つ
い
て
や
、「
私
」
の
学
び
を

「
私
た
ち
」
の
学
び
へ
と
広
げ
て
深
め
る
学
び
合
う
た

め
の
ス
キ
ル
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
。

【
学
校
経
営
参
画
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
】

今
後
の
教
育
を
展
望
し
た
学
校
組
織
運
営
の
考
え
方

及
び
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
の

方
策
等
を
学
び
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
身
に
付
け
、
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
学

校
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
講
座
で

す
。
福
岡
教
育
大
学
教
職
大
学
院
と
の
連
携
に
よ
り
研

修
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
】

生
徒
指
導
・
教
育
相
談
の
ベ
ー
ス
と
な
る
心
理
学
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
、
及
び
校
内
の
組
織

体
制
づ
く
り
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
に
関

す
る
実
践
的
な
研
修
を
通
し
て
、
地
域
及
び
学
校
で
生

徒
指
導
・
教
育
相
談
を
推
進
し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る
講
座
で
す
。
生
徒
指

導
体
制
づ
く
り
や
組
織
的
対
応
を
具
現
す
る
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
関
す
る
内
容
の
講
義
・
演
習
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
産
業
教
育
推
進
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
】

専
門
学
科
又
は
総
合
学
科
で
学
ぶ
高
校
生
へ
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
充
実
の
た
め
に
、
本
県
高
校
の
産
業
教
育
推

進
に
お
け
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
講
座
で
す
。
魅
力
あ
る
専
門
高
校

等
を
創
造
し
、
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
た
め
、「
企

画
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」、「
創
造
力
」、「
発
信
力
」、

「
適
応
力
」
の
４
つ
の
力
の
育
成
に
焦
点
化
し
た
研
修

を
行
い
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
】

（
特
別
支
援
教
育
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
）

特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
児
童
生
徒

の
指
導
・
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
幼
児

児
童
生
徒
に
関
わ
る
教
育
的
資
源
等
を
学
校
に
取
り
入

れ
、
校
内
に
お
け
る
組
織
的
な
支
援
体
制
を
構
築
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。
教
育
的
資
源
の
活
用

に
つ
い
て
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
単
位
修
得
コ
ー
ス
）

特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
教
員
と
し
て
必
要
と
さ
れ

る
総
合
的
な
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い

の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
を
指
導
す
る
教
員
と
し
て
の
専

門
的
な
知
識
と
指
導
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
特
別
支

援
学
校
教
諭
免
許
状
取
得
率
の
向
上
に
資
す
る
講
座
で

す
。
16
日
間
の
免
許
法
認
定
講
習
と
し
て
開
設
し
、
知

的
障
が
い
者
、肢
体
不
自
由
者
、病
弱
者
に
関
す
る
教
育

の
領
域
を
定
め
た
特
別
支
援
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
取

得
に
必
要
な
６
単
位
の
修
得
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
元
年
度
「
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

教育施設からの 
事業だより

１　

事
業
の
経
緯
と
ね
ら
い

「
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」
は
、

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
自
然
の
材
料
を
使
っ

て
季
節
の
行
事
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
作
る
活
動
を
通
し

て
、
家
族
で
日
本
の
風
習
に
親
し
み
、
も
の
づ
く
り
の

喜
び
を
味
わ
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
験

活
動
の
普
及
、
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。体

験
活
動
に
関
し
て
文
部
科
学
省
は
「
平
成
17
・
18

年
度
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」
の
中
で
「
豊
か
な

人
間
性
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
な
ど
の
生
き
る

力
の
基
盤
、
子
ど
も
の
成
長
の
糧
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
立
行

政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が
平
成
28
年
度
に

行
っ
た
調
査
で
も
「
自
然
体
験
や
生
活
体
験
、
お
手
伝

い
と
い
っ
た
体
験
が
豊
富
な
子
ど
も
や
、
生
活
習
慣
が

身
に
つ
い
て
い
る
子
ど
も
ほ
ど
、
自
己
肯
定
感
や
道
徳

観
、
正
義
感
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。」
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
家
族
で
行
う
体
験
活
動
は
、
家
族
の
協

力
で
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
身
に
つ
く
と
い
う
効
果
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

体
験
活
動
の
幅
が
さ
ら
に
広
が
る
と
い
う
相
乗
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
家
族
を
対
象
と
し
た
も
の
づ
く
り

体
験
事
業
は
、
創
設
時
の
昭
和
59
年
、「
青
少
年
野
外
ス

ク
ー
ル
」
の
中
の
「
親
子
創
作
活
動
」
と
い
う
事
業
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
は
自
然
の
素
材
を
使
っ
た

遊
具
や
し
め
縄
な
ど
を
当
セ
ン
タ
ー
の
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
若
杉
の
会
」
の
協
力
と
指
導
を
得
な
が
ら
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ワ
ク
ド
キ
お

や
じ
塾
」
や
「
も
の
づ
く
り
体
験
事
業
」
と
参
加
形
態

や
実
施
時
期
を
変
え
、
近
年
は
年
末
に
家
族
で
ミ
ニ
門

松
を
作
る
事
業
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
創
設
時
か
ら
家
族
で
自
然
体

験
が
で
き
る
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

２　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
の
ポ
イ
ン
ト

～
よ
り
多
く
の
活
動
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
～

近
年
の
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
は
、
参
加
者
が
土
台
の
竹

を
切
り
、
後
は
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
あ
る
竹
や
飾

り
を
さ
し
込
ん
で

完
成
と
い
う
簡
易

な
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
家
族
で
分

担
・
協
力
す
る
場

面
を
多
く
し
て
、

意
欲
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
達
成
感
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
す
べ
て
の
作
業
工
程
を
家
族

で
分
担
し
、
竹
を
斜
め
に
切
る
本
格
的
な
「
笑
い
口
」

作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

定
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
道
具
の
点
検
を
行
い
、
の
こ
ぎ
り
の
刃
を
新
し
い

も
の
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
材
料
の
竹
を
選
別

し
、
新
し
い
竹
を
準
備
す
る
な
ど
、
道
具
・
材
料
の
両

面
で
安
全
に
竹
切
り
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
次
に
参
加
者
の
意
欲
向
上
の
た
め
に
、
作
業
前
の

説
明
や
参
加
者
ノ
ー
ト
に
お
い
て
、
家
族
一
人
一
人
が

安
全
に
つ
い
て
考
え
、
役
割
を
持
つ
よ
う
呼
び
か
け
、

意
識
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

参加者ノート

笑い口
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３　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
様
子

日
時　

令
和
元
年
12
月
22
日
（
日
）

午
前
の
部
・
9
時
30
分
開
始　

午
後
の
部
・
13
時
開
始

【
開
会
式
】

主
催
者
挨
拶
、
日
程
説
明
の
後
に
「
一
人
一
人
が
安

全
に
気
を
付
け
る
」「
一
人
一
人
が
役
割
を
持
つ
」
等

の
注
意
事
項
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

【
飾
り
づ
く
り
】

飾
り
づ
く
り
か
ら
始

め
ま
す
。
ま
ず
、
金
色

の
折
り
紙
を
蛇
腹
に

折
っ
て
扇
を
作
り
ま

す
。
次
に
水
引
を
円
に

巻
い
て
扇
に
つ
け
ま

す
。
こ
の
水
引
の
作
業

が
大
変
難
し
く
、
3
本

を
束
ね
る
と
中
々
上
手

く
丸
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
家
族
の
協
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
幼
児
も
入
っ
て

片
方
を
押
さ
え
、水
引
を
束
ね
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
竹
切
り
】

竹
切
り
作
業
が
こ
の

門
松
づ
く
り
の
メ
イ
ン

の
作
業
と
な
り
ま
す
。

丸
い
と
い
う
形
状
、
滑

り
や
す
い
表
面
と
い
う

こ
と
で
危
険
な
作
業
で

す
が
、
刃
の
入
れ
方
、

の
こ
ぎ
り
を
引
く
方
向

を
事
前
に
確
認
し
て
作

業
に
入
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
家
族
で
協
力

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
が
竹
を
押
さ

え
て
保
護
者
が
切
る
家

族
、
逆
に
保
護
者
が
押
さ

え
て
子
ど
も
に
の
こ
ぎ
り

引
き
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

る
家
族
等
、
参
加
家
族
が

そ
れ
ぞ
れ
で
難
し
い
竹
切

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
竹
切
り

の
難
し
い
幼
児
も
竹
の
切

り
く
ず
を
集
め
た
り
、
道

具
を
揃
え
た
り
と
自
分
で

役
割
を
探
し
て
参
加
す
る

姿
が
見
ら
れ
、
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
切

り
く
ず
に
顔
を
書
い
て
人

形
を
作
る
子
も
お
り
、
自

分
た
ち
も
作
り
た
い
！
と
い
う
意
欲
も
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
保
護
者
で
も
切
る
こ
と
が
難
し
い
家
族

に
対
し
て
、
隣
の
家
族
の
保
護
者
が
切
っ
て
あ
げ
る
な

ど
「
家
族
間
の
協
力
」
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
飾
り
付
け
】

材
料
が
そ
ろ
っ
た
ら
最
後
は
飾
り
付
け
で
す
。
土
台

の
竹
に
砂
を
8
分
く
ら
い
入
れ
ま
す
。
次
に
竹
と
飾

り
、
そ
し
て
梅
と
南
天
を
程
よ
く
さ
し
込
み
、
表
面
を

寒
水
石
で
覆
い
ま
す
。
最
後
に
し
ゅ
ろ
ひ
も
を
巻
い
て

完
成
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
工
程
は
子
ど
も
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る

家
族
が
多
か
っ
た
で
す
。
幼
児
も
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
、砂

を
竹
に
入
れ
る
な
ど
、積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

【「
若
杉
の
会
」
の
支
援
】

当
セ
ン
タ
ー
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

「
若
杉
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
も
活
動
支
援
に
入
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

業
全
体
を
見
て
回
る
中

で
、
竹
切
り
や
最
後
の

し
ゅ
ろ
ひ
も
を
巻
く
作

業
が
難
し
い
家
族
に
対

し
て
す
か
さ
ず
補
助
に

入
り
、
全
体
の
流
れ
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
、
支
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

４　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
今
後
の
展
開

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
4
段
階
評
価
で
３
・
８
と
高
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
初
め
て
門
松
づ
く
り
を
し
ま

し
た
が
、
門
松
の
意
味
や
作
り
方
な
ど
、
親
子
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で

す
。」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
開
】

今
回
は
主
な
参
加
者
が
当
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
で
し

た
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
体
験
活
動
を
全
県
レ
ベ
ル

に
も
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
回
は
地

域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
方
々
に
呼
び
か
け
て
、
事

業
の
様
子
や
準
備
物
等
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
周
知
し

て
い
く
予
定
で
す
。

若杉の会の支援

幼児もチャレンジ！家族間の協力

飾りづくり

竹切りにチャレンジ！
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福
岡
県
立
美
術
館

福
岡
県
美
術
展
覧
会（
県
展
）に
つ
い
て

１　

は
じ
め
に

福
岡
県
美
術
展
覧
会
は
県
民
の
美
の
祭
典
と
し
て

「
県
展
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
出
品
数
・
内
容
と
も
に

全
国
で
も
有
数
の
美
術
公
募
展
で
す
。

本
展
覧
会
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
・
デ
ザ
イ
ン
の
７
部
門
か
ら
な
り
、
応
募
さ
れ
た

作
品
の
う
ち
、
入
選
・
入
賞
作
品
を
福
岡
県
立
美
術
館

及
び
筑
後
・
筑
豊
・
宗
像
・
北
九
州
の
各
地
方
巡
回
館

で
展
示
し
ま
す
。
美
術
活
動
の
登
竜
門
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
お
り
、
近
年
は
県
内
の
高
校
生
が
入
賞
す
る

な
ど
、
若
手
作
家
の
活
躍
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

２　

事
業
の
概
要

⑴
趣
旨

県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
作
品
を
公
募
し
、
そ
の
優

れ
た
成
果
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
県
民
の
創
造
意
欲
を

高
め
た
り
、
美
術
を
通
し
た
豊
か
な
生
き
方
を
支
援
し

た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
般
公
募
作

品
と
あ
わ
せ
て
、
福
岡
県
美
術
協
会
会
員
の
作
品
を
展

示
し
、
福
岡
県
に
お
け
る
美
術
活
動
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

⑵
応
募
資
格
・
条
件

・�

１５
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
の
福
岡
県
内
居
住
者

ま
た
は
福
岡
県
内
へ
の
通
勤
・
通
学
者
等

・�

出
品
者
本
人
が
制
作
し
、
公
募
展
に
お
い
て
未
発
表

の
作
品
（
共
同
制
作
は
不
可
）

・�

著
作
権
や
肖
像
権
等
の
問
題
を
生
じ
な
い
こ
と　

　３　

第
７５
回
県
展
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度
第
７５
回
県
展
で
は
、
作
品
を
美
術
館

に
展
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
彩
な
取
組
で
多
く
の

方
々
が
美
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

⑴
作
品
展
示

県
展
（
福
岡
県
立
美
術
館
）

会
期
：
令
和
元
年
９
月
３
日（
火
）～
９
月
２９
日（
日
）

最
年
少
の
１５
歳
か
ら
最
高
齢
の
９６
歳
ま
で
、
幅
広
い

世
代
か
ら
、
約
３
，
０
０
０
点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、

審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
約
１
，
３
０
０
点
を
４
つ
の
会

期
に
分
け
て
展
示
し
ま
し
た
。
県
内
の
高
等
学
校
か
ら

は
第
１
席
と
な
る
福
岡
県
知
事
賞
を
含
む
入
賞
者
が
２

名
、
入
選
者
が
５５
名
と
な
り
、
瑞
々
し
い
作
品
が
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

 

第75回 デザイン部門
福岡県知事賞受賞
大山彩音「浸透」

（福岡県立太宰府高等学校）

第75回 デザイン部門
福岡県美術協会賞受賞

太田奈々「これ、なーんだ。」
（福岡県立太宰府高等学校）
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⑵
合
評
会

各
会
期
最
終
日
に
、
県
内
の
県
展
審
査
員
が
入
賞
・

入
選
作
品
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
出
品
者
は
も
ち
ろ

ん
、
観
覧
者
に
も
分
か
り
や
す
く
受
賞
作
品
の
解
説
を

し
た
り
、
制
作
者

の
今
後
の
創
作
活

動
に
役
立
つ
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

例
年
参
加
者
の
多

い
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
第
７５
回
県
展

で
は
約
５
０
０
名

の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
巡
回
展

福
岡
県
立
美
術
館
で
の
展
示
終
了
後
、
入
賞
作
品
や

該
当
地
区
居
住
者
の
方
の
入
選
作
品
を
、
各
地
方
会
場

に
巡
回
展
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
巡
回
展

は
、
大
牟
田
文
化

会
館
（
筑
後
展
）、

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

（
宗
像
展
）、
嘉
麻

市
立
織
田
廣
喜
美

術
館
（
筑
豊
展
）、

北
九
州
市
立
美
術

館
（
北
九
州
展
）

の
４
会
場
で
開
催

し
、約
４
，０
０
０

名
の
方
に
ご
観
覧

い
た
だ
き
ま
し

た
。
展
示
部
門
や
展
示
期
間
等
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
遠
方
で
福
岡
県
立
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と

が
難
し
い
方
々
に
も
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
作
家
の
活
動
の
成
果
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
多
く

の
方
々
に
県
展
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑷
学
校
団
体
等
の
来
館

県
展
の
会
期
中
に
来
館
し
た
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
主
催
者
の
公
益
社
団
法

人
福
岡
県
美
術
協
会
の
会
員
を
招
き
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
実
演
）
を
行
い

ま
し
た
。
洋
画
部
門
で
は
、
水
彩
絵
の
具
を
使
っ
て
光

と
影
を
表
現
し
た
り
、
立
体
的
に
コ
ッ
プ
を
描
い
た
り

す
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工
芸
部
門
で

は
、
電
動
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
土
の
塊
を
茶
碗
や
す
り
鉢

に
成
形
す
る
過
程
を
見
学
し
た
り
、
小
石
原
焼
の
陶
芸

技
法
「
飛
び
鉋
（
か
ん
な
）」
を
実
際
に
体
験
し
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
県
展
鑑
賞
で
は
、
作
品
が
出
来

上
が
る
過
程
を
想
像
し
な
が
ら
臨
む
様
子
も
見
ら
れ
、

よ
り
具
体
的
な
鑑
賞
学
習
の
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
専
門
学
校
の
授
業
や
絵
画
教
室
の
勉
強
会
の

一
環
と
し
て
来
場
す
る
な
ど
、
学
び
の
場
と
し
て
県
展

が
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

第
７６
回
県
展
の
事
業
実
施
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
第
76
回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
（
県
展
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
状
況
を
鑑
み
て
、
作
品
受
付
及
び
巡
回
展
を
含
む

展
覧
会
等
全
て
の
日
程
を
中
止
し
ま
す
。

５　

終
わ
り
に

今
後
の
課
題
と
し
て
、
生
徒
・
学
生
な
ど
若
い
世
代

や
新
た
な
出
品
者
層
の
開
拓
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
校

関
係
へ
の
周
知
や
効
果
的
な
広
報
な
ど
、
県
展
を
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
に
身
近
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
取
組
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
よ
り
一
層
創
作
活

動
に
励
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

美
術
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
福
岡
県
の
文
化
芸

術
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

洋画部門合評会

北九州展会場

【問合せ先】
福岡県立美術館
　〒810-0001
　福岡市中央区天神5-2-1
　ＴＥＬ　092-715-3551
　ＦＡＸ　092-715-3552
　ホームページ
　https://fukuoka-kenbi.jp/

水彩絵の具を使って実演する
ゲストティーチャー
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福
岡
県
体
育
研
究
所

平
成
29
・
30
・
令
和
元
年
度
調
査
研
究
事
業

「『
運
動
』
を
通
し
た
鍛
ほ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

福
岡
県
体
育
研
究
所
で
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
が
重
点
的
に
取
り

組
む
「
鍛
ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」
に
係
る
事
業
と
し
て
、
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
３
年
間
、「『
運
動
』
を
通
し
た
鍛
ほ
め
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
築
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
し
た
こ
と
で
「
自
尊
感
情
」
や
「
学
ぶ
意
欲
」
等
の
「
人
格
的

資
質
」
が
向
上
し
た
こ
と
や
、
学
力
低
位
層
で
体
力
が
高
か
っ
た
（
高

く
な
っ
た
）
子
ど
も
の
学
力
が
明
確
に
伸
び
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
、
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
「『
運
動
』
を
通
し
た
鍛
ほ
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
践
報
告
書
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
各
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
体
育
研
究
所

　

〒
８
１
２
～
０
８
５
２

　

福
岡
市
博
多
区
東
平
尾
公
園
二
丁
目
一
番
四
号

    

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
６
１
１
）
０
２
２
０

    

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
６
１
１
）
１
７
４
７

 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.taiikukenkyusho.ed.jp

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

「
体
験
活
動
ヒ
ー
ロ
ー

　
　
　
　

シ
ャ
キ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
紹
介

体
験
活
動
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ャ
キ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
福
岡
県
立
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
「
体
験
の
風
」
を
お
こ
す
５
人
の

ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
体

験
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
鍛
え
て
、

ほ
め
て
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ
の
度
、
子
ど
も
達

が
、
体
験
活
動
に
興
味
を
も
つ
よ
う

に
、
シ
ャ
キ
ョ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
体

験
活
動
や
施
設
の
紹
介
を
す
る
動
画

の
公
開
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業

等
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
く
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
皆

様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。［

問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
・
情
報
室

T
E
L　

０
９
２
（
９
４
７
）
３
５
１
２

F
A
X　

０
９
２
（
９
４
７
）
８
０
２
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.fsg.pref.fukuoka.jp/center/

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

「
S
T
A
Y 

H
O
M
E
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
玄
海
の
家
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
も
で
き
る
「
体
験
活

動
」
を
提
供
す
る
た
め
に
、「
S
T
A
Y 

H
O
M
E
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
題
し
、
動
画
配
信
を
始
め
ま
し
た
。「
玄
海
の
家
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
専
用
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
動
画
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

動
画
を
観
れ
ば
、
挑
戦
し
た
く
な
る
「
遊
び
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
防

災
ク
ッ
キ
ン
グ
」、
家
族
で
楽
し
め
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
」

な
ど
、
楽
し
く
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
家
族

と
一
緒
に
体
験
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
た
り
、
家

族
の
絆
を
深
め
た
り
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
「
玄
海
の
家
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
利
用
す
る
皆
様
の
役
に
立
つ
動
画
配
信
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
玄
海
の
家
」
の
様

子
が
わ
か
る
「
玄
海
日
記
」
を
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

〒
8
1
1
〜
3
5
0
1　

福
岡
県
宗
像
市
神
湊
１
２
７
６

　

T
E
L　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
１

　

F
A
X　

０
９
４
０
（
６
２
）
２
５
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.fsg.pref.fukuoka.jp/genkai/

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

自
宅
で
学
べ
る
「
放
送
大
学
」

―
大
学
院
生
・
教
養
学
部
生　

募
集
―

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ホ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
含
む
）
を
通
し
て
学
ぶ
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
通

信
制
の
大
学
で
す
。

【
大
学
院
・
教
養
学
部
】

　

・�

特
別
支
援
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
や
、
専
修
免
許
状
等
上
位
免
許

状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

・�

心
理
や
教
育
、
福
祉
な
ど
の
幅
広
い
分
野
か
ら
、
大
学
院
は
約
８０

科
目
、
教
養
学
部
は
約
３
０
０
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・�

学
生
は
、
自
己
学
習
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ト
「
放
送
大
学
自
己

学
習
サ
イ
ト
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
２
０
２
０
年
度
第
２
学
期
学
生
募
集
期
間
】

　

・�［
第
一
回
］ 

令
和
２
年
６
月
１０
日（
水
）～
令
和
２
年
８
月
３１
日（
月
）

　

・�［
第
二
回
］ 

令
和
２
年
９
月
１
日（
火
）～
令
和
２
年
９
月
１５
日（
火
）

※
各
学
校
に
は
、
令
和
２
年
３
月
に
「
２
０
２
０
年
度
教
員
免
許
状
及

び
各
種
資
格
に
つ
い
て
」（
放
送
大
学
本
部
作
成
）
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、「
２
０
２
０
年
度
教
員
の
た
め
の
放
送
大
学
活
用
の
手

引
（
教
科
･
免
許
編
デ
ー
タ
版
）」
を
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
作
成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
８
１
６
〜
０
８
１
１ 　

春
日
市
春
日
公
園
６
〜
１

（
九
州
大
学
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟 

４
・
５
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
（
５
８
５
）
３
０
３
９

IN
F
O

R
M

A
TIO

N

お
知
ら
せ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
休
館
又

は
、
各
種
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
・
延
期
を
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
期　

間
〕�

期
間
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
内　

容
〕�

メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
の
周
期
律
発
見
か
ら
１
５
０
年
経
っ

た
今
現
在
も
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
研
究
の
基
本
と
し
て
、

人
類
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
周
期
表
。
そ
の
原
初

の
元
素
一
覧
か
ら
最
新
の
周
期
表
ま
で
の
進
化
を
た

ど
る
、
美
し
く
、
楽
し
く
、
役
に
立
つ
、
周
期
表
の
特

別
展
で
す
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
公
式

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
福
岡
県
青
少
年
科
学
館
」
で
は
、
外
出
を
控
え
、
家
庭
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
、
様
々
な

「
体
験
活
動
」
を
提
供
す
る
た
め
に
、「
お
う
ち
で
コ
ス
モ
」「
お
う

ち
で
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
題
し
、
科
学
に
関
す
る
動
画
な
ど
の
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

「
お
う
ち
で
コ
ス
モ
」
で
は
、「
春
の
星
座
を
探
し
て
み
よ
う
」
や

「
惑
星
大
集
合
！
」
と
い
っ
た
、
季
節
の
星
座
の
探
し
方
や
天
体
ト

ピ
ッ
ク
な
ど
、
つ
い
つ
い
夜
空
を
見
上
げ
た
く
な
る
よ
う
な
天
体
に

関
す
る
情
報
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
お
う
ち
で
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
シ
ャ
ト
ル
を
つ
く

ろ
う
」
と
い
っ
た
実
際
に
作
っ
て
遊
べ
る
も
の
や
、「
消
臭
ビ
ー
ズ

で
か
く
れ
ん
ぼ
・
消
え
る
コ
イ
ン
」
と
い
っ
た
様
々
な
科
学
の
原
理

を
利
用
し
た
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
ミ
ニ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
な

ど
、
身
近
な
材
料
で
遊
び
な
が
ら
科
学
を
体
験
で
き
る
も
の
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

「
福
岡
県
青
少
年
科
学
館
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
の
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
情

報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
今
後
も

「
福
岡
県
青
少
年
科
学
館
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、子
ど
も
た
ち
が

体
験
し
な
が
ら
科
学
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
動
画
等
を
配
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館T

E
L　

０
９
4
２
（
３
７
）
5
5
6
6

F
A
X　

0
9
4
2
（
3
7
）
3
7
7
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.science.pref.fukuoka.jp/

　

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
教
室
や
催
し
は
、
予
約
が
必
要
で

す
。
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
の
上
、
先
着
順
に
受
け
付
け

ま
す
。

　

教
室
や
催
し
に
参
加
す
る
場
合
、
参
加
費
の
他
に
入
場

料
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
高
校
生
以
下
の
入

館
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
市
民
天
体
観
望
会
の
入
館
料

は
ど
な
た
も
無
料
で
す
。

巡
回
パ
ネ
ル
展

■ 

「
国
際
周
期
表
年　

特
別
展
」

星
空
教
室

■ 

『
夏
の
大
三
角
』
か
ら
星
座
を
さ
が
そ
う

～
夏
の
星
座
～

市
民
天
体
観
望
会

星
と
音
楽
の
夕
べ

■ 

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

サ
イ
エ
ン
ス
教
室

も
の
づ
く
り
工
房

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

科
学
工
作
教
室

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ふ
く
お
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

専用バナー

29



九州歴史資料館 展示品 名選 No.43

須
恵
器
（
筑
前
町
森
原
・
藤
坂
古
墳
出
土
）�

〜
「
き
ゅ
う
お
に
と
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
出
品
作
品
か
ら
〜

我
々
が
毎
日
使
用
し
て
い
る
「
や
き
も
の
」。

そ
の
種
類
は
い
く
つ
あ
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
「
四
種
類
」。
大

分
類
で
い
え
ば
、
ど
の
や
き
も
の
も
こ
の
四
種
類
の
ど
れ
か
に
属
し
ま
す
。
そ
の
四

種
類
と
は
、「
土
器
」、「
炻せ

っ
き器
」、「
陶
器
」、「
磁
器
」
に
な
り
ま
す
。「
土
器
」
と
は

粘
土
を
捏こ

ね
て
形
を
作
り
、
野
焼
き
で
7
0
0
～
8
0
0
度
ほ
ど
の
温
度
で
焼
い
た

も
の
で
、
縄
文
、
弥
生
土
器
と
続
き
、
古
墳
時
代
以
降
の
土
器
は
土は

じ

き
師
器
と
呼
ば
れ

ま
す
。

さ
て
、
次
の
「
炻せ

っ
き器

」
は
な
か
な
か
知
ら
れ
て
い
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
ご
紹
介
し
ま
す
須す

え

き
恵
器
は
こ
の
種
類
に
属
し
ま
す
。
粘
土
を
捏こ

ね
て
形
に
し
、

山
の
斜
面
を
切
り
開
い
て
窯
を
築
き
、
1
2
0
0
度
近
く
の
温
度
で
、
固
く
焼
き
締

め
ま
す
。
こ
れ
に
釉ゆ

う

薬や
く

を
か
け
る
と
「
陶
器
」
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
磁
器
」
は

こ
れ
ま
で
の
粘
土
で
は
な
く
、
磁じ

せ
き石
を
砕
い
た
粉
を
用
い
、
薄
く
堅
牢
な
や
き
も
の

で
す
。

写
真
の
須
恵
器
は
筑
前
町
森
原
・
藤
坂
古
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
埋
葬
者
を

と
む
ら
う
と
き
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
古
墳
時
代
5
世
紀
ご
ろ
に
朝
鮮
半
島
か
ら
来

た
渡
来
人
は
日
本
に
窯
の
技
術
を
伝
え
ま
し
た
。
筑
前
町
小
隈
・
山
隈
周
辺
に
は
そ

の
こ
ろ
の
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
土
器
は
固
く
焼
け
ず
、
液
体

を
入
れ
る
と
水
が
染
み
て
漏
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
固
く
焼
き
絞
め
ら
れ
た

須
恵
器
の
誕
生
で
そ
の
心
配
は
少
な
く
な
り
、
水
や
酒
な
ど
を
入
れ
る
大お

お

甕か
め

な
ど
が

盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
「
き
ゅ
う
お
に
と
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」。
小
学
6
年
生
で
は

じ
め
て
歴
史
を
勉
強
す
る
子
供
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
縄
文
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
を

九
州
歴
史
資
料
館
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
ゅ
う
お
に
」
と
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
を
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

［
教

育
福

岡
］　

N
o.6

6
0

教
育
福
岡
4・
5
月
号（
通
巻
6
6
0
号
）

令
和
2
年
5
月
2
5
日
発
刊

発
行
所
/福
岡
県
教
育
委
員
会
　
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
番
７
号
　
T
E
L（
0
9
2
）6
5
1
-1
1
1
1

編
集
者
/福
岡
県
教
育
庁
教
育
総
務
部
総
務
企
画
課
　
印
刷
/マ
ツ
オ
印
刷
株
式
会
社


